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全

特
集
/
道
路
整
備
の
中
期
計
画
の
作
成
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

遭
騰
整
備
⑭
嘩
期
計
画
⑭
作
成
に
向
漸
艦

ア
ン
ゲ
…
ト
調
査

(第
三
国
)
を
実
施

ー
第
一
回
問
い
か
け
結
果
等
を
踏
ま
え
、
中
期
計
画
の
骨
子
案
を
作
成
し
ま
し
た
i

道
路
局
中
期
計
画
作
成
担
当

二

第
一
回
問
い
か
け
の
結
果
概
嚢
に
つ
い
て

前
述
の
と
お
り
、
第
一
回
問
い
か
け

(四
月
二
日
~
七

月
三
一
日
)
に
お
い
て
は
、
国
民
各
層
か
ら
大
変
多
数
の

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
頂
い
た
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
と

こ
ろ
、
全
国
的
に
意
見
を
多
く
頂
い
た
施
策
が
あ
る
一
方

で
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
や
道
路
整
備
状
況
に
応
じ
て
、

地
域
に
よ
っ
て
求
め
る
施
策
に
相
違
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。国
民
一
般
、
都
道
府
県
知
事
･市
町
村
長
及
び
有
識
者

9　

別
の
意
見
の
結
果
概
要
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2

国
民
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
っ
い
て
は
、
-
o

麓

一
、
三
一
囚
件
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ

道

て
の
都
道
府
県
知
事

･
市
町
村
長
に
つ
い
て
も
意
見
聴
取

4

一

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
｢道
路
特
定
財
源
の
見
直

し
に
関
す
る
具
体
策
｣
(平
成
一
人
年
三
一月
八
日
閣
議

決
定
)
に
基
づ
き
ま
し
て
、
今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備

の
姿
を
示
し
た
中
期
的
な
計
画

(以
下
、
｢中
期
計
画
｣

と
い
う
。)
の
作
成
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
第
一
回
問
い

か
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
一
〇
万
件
の
意
見
を
頂
く
と
と
も
に
、
全
て
の
都

道
府
県
知
事
･市
町
村
長

(
一
、
八
七
四
人
)
及
び
全
国

の
有
識
者

(二
、
九
二
八
人
)
か
ら
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

頂
い
た
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
、
｢渋
滞
対
策
｣
、
｢生
活
幹
線

道
路
｣
や

｢交
通
事
故
対
策
｣
を
求
め
る
意
見
を
全
国
的

か
ら
数
多
く
頂
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
の
抱
え
る
課

題
や
道
路
整
備
状
況
に
応
じ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
求
め
る

施
策
に
相
違
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
民
各
層
か
ら
幅
広
い
意
見

を
繰
り
返
し
伺
い
な
が
ら
作
成
し
て
い
く
と
い
う
方
針
か

ら
、
今
般
、
第
二
段
階
の
取
組
み
と
し
て
、
頂
い
た
意
見

を
も
と
に
ま
と
め
ま
し
た
中
期
計
画
の
骨
子
案
に
つ
い

て
、
改
め
て
国
民
各
層
に
幅
広
く
問
い
か
け
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
第
一
回
問
い
か
け
の
結
果
概
要
及
び
第
二
回
問

い
か
け
の
実
施
等
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。
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を
実
施
し
一
、
八
七
四
人
全
員
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
有
識
者
に
つ
い
て
は
直
接
訪
問
し
て
意
見
聴
取
を

行
い
、
二
、
九
二
八
人
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
中
期
計
画
の
作
成
等
に
関
し
、
経
済
団
体
な
ど

各
種
団
体
か
ら
提
言
や
意
見
等
を
頂
き
ま
し
た

(図
1
)。

第
一
回
問
い
か
け
結
果
の
ま
と
め

①
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
全
国
的
に
見
る

と
、
｢渋
滞
対
策
｣
、
｢生
活
幹
線
道
路
｣
及
び

｢交
通

事
故

対
策
｣
を
求
め
る
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
地
域

の
抱
え
る
課
題
や
道
路
整
備
状
況
に
応
じ
て
、
地
域
に

よ
っ
て
求
め
る
施
策
に
相
違
が
見
ら
れ
た
。

①

首
都
圏
に
お
い
て
は
、
｢環
状
道
路
整
備
｣
を
求

め
る
意
見
が
多
く
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が

っ
て

い
な
い
地
域
で
は
、
｢高
速
道
路
整
備
｣
を
求

め
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

②

｢災
害
対
策
｣
、
｢都
市
や
交
通
拠
点
を
結
ぶ
道
路

整
備
｣、
｢道
路
管
理
の
充
実
｣
を
求
め
る
意
見
が
多

い
地
域
も
あ
っ
た
。

③

首
長
や
有
識
者
の
意
見
に
は
、
地
域
間
の
経
済
格

差
の
是
正
の
た
め
、
ま
た
、
移
動
手
段
が
自
動
車
に

限
定
さ
れ
る
地
方
の
実
情
を
踏
ま
え
、
地
方
の
道
路

整
備
の
必
要
性
を
主
張
す
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ

た
。ま

た
、
危
機
管
理
、
救
急
医
療
な
ど
、
経
済
性
･

効
率
性
だ
け
で
は
評
価
で
き
な
い
道
路
整
備
も
あ
る

鉄
　
　
　
　　

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

一
方
で
、
有
識
者
の
中
に
は
、
交
通
量
の
少
な
い

地
方
の
道
路
は
無
駄
で
あ
り
、
高
速
道
路
の
整
備
水

準
も
上
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
整
備
は
不
要
で

あ
る
と
の
意
見
や
、
客
観
的
な
指
標
を
公
開
し
て
、

事
業
の
優
先
順
位
を
判
断
し
て
事
業
を
進
め
る
べ
き

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

②
効
率
化
を
進
め
る
べ
き
事
項
と
し
て
は
、
｢現
在
あ

る
道
路
の
有
効
利
用
｣
、
｢国
民
の
意
見
等
の
反
映
｣
、

｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
と
い
う
回
答
が
上
位
を
占
め
た
。

③
無
駄
と
感
じ
る
こ
と
と
し
て
は
、
｢路
上
工
事
｣
を

挙
げ
る
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。

一
方
で
、
｢無
駄
は
な
い
｣
と
す
る
回
答
も
相
当
数

あ

っ
た
。

2

国
民
を
対
象
と
し
た
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
概
要
①

(Q
ー

｢効
率
化
｣
に
関
す
る
回
答
)

【Q
ー
】
効
率
化
を
徹
底
的
に
進
め
る
上
で
重
要
な
こ
と

(選
択
回
答
式
)

効
率
化
を
徹
底
的
に
進
め
る
上
で
重
要
な
事
項
と
し
て

は
、
多
い
順
に

｢現
在
あ
る
道
路
の
有
効
利
用
｣
(五

八
･
八
%
)、
｢国
民
の
意
見
等
を
反
映
｣
(四
七
.
五
%
)、

｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
(四
六
･
四
%
)
と
な
っ
た

(図
2
)。

3

国
民
を
対
象
と
し
た
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
概
要
②

(Q
2

｢無
駄
｣
に
関
す
る
回
答
)
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9
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意
t
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4 / 2 ~ 5 / 8

全員から回答

※回答の相違がなくなるようHPでは選択肢の順番を毎週変更、アンケート用紙は2通り作成

0文書により回答依頼(自由回答)
･全知事･全市町村長

嗣ô)

< 今回の取り組み>

0ホームページを開設しアンケート
を実施※

　A　S配
遊
で
　
　
用
事
　
　

※

-
艇
ケ
翻
ン
泊

を

ア
目
0アンケート用縦をS A ･P A、道の駅、
自治体窓口等で配布※

　解癪　
O

図 1 意見聴取の結果 (回答数)

　　
繊細
都

有識者

国 民

意
主離職纖姦 >



【Q
2
】
道
路
に
関
し
て
無
駄
と

感
じ
る
こ
と

(自
由
回
答
式
)

《意
見
例
》

○
路
上
工
事
等
工
事
に
関
す
る
こ
と

(
一
0
、
七
四
五
件
)

｢同
じ
と
こ
ろ
を
何
度
も
掘
り
返
し

秒

て
い
る
｣

鰻

｢年
度
末
に
集
中
し
て
工
事
し
て
い

燎

る
｣

釛

0
道
路
整
備
の
必
要
性
に

関
す
る
こ
と

(九
、
八
二
〇
件
)

｢交
通
量
が
少
な
い
の
に
立
派
な
道

路
は
無
駄
｣

｢道
路
は
も
う
要
ら
な
い
｣

○
道
路
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

(三
、
二
九
五
件
)

｢街
路
樹
は
無
駄
｣

｢雪
の
量
が
少
な
い
と
き
の
除
雪
作

業
は
無
駄
｣

○
歩
道
に
関
す
る
こ
と
(三
、
0
八
一
件
)

｢広
す
ぎ
る
歩
道
は
無
駄
｣

○
道
路
整
備
の
進
め
方
に
関
す
る
こ
と

(二
、
四
六
五
件
)

2

｢未
完
成
で
放
置
さ
れ
て
い
る
道
路

図

は
無
駄
｣

都道府県･性別を人口統計比

(Nき1。f,314) (N=96,445)

(注)回答者の都道府県･性別権戊比をH17国勢調査の構成比に

20 40 60

l 、 l(% )、 、 59再

　 　 　
　 　　　　 　　　

き43お、
　
　
　

現在ある遭難をもっと有効に利用する(高速道路料金の l 58.8 " 1 (% )
引き下げインタチェンジの増設、路上工事の縮減など)

モ ー事業の実施にあたって、早い段階から国民の費えや意見が 47忠
十分に反映きれるような取組みをもっと行う

484道路の建設や管理にかかるコストをもっと蹴らす努力をする 1 l
(工法の工夫や新技術の活用など)
事業の開始前や途中段階で必要性をチェックするなど事業と l l4 1.会
との評価を徹底する

^{3 3･6個別の事業のスピード戸ッブを図るなどスケジュール管理を l l
徹底する

入札契約の適正化など事寮の迩朋性を確保する l 30.9 I
沿道の住民やNpo(特定非営利活搬入)など力噸路の簿 匝 霞
理にもっと参画できる取組みを行う

3ノー、

、

き

　
　
　
　

つまで選択)

｢高
速
道
路
に
並
行
し
て
バ
イ
パ
ス
を
作
る
の
は
無

駄
｣

○
農
道
･
林
道
と
の
調
整
に
関
す
る
こ
と(一
、
六
八
〇
件
)

｢立
派
な
農
道

･
林
道
は
無
駄
｣

○
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と

(
一
、
六
五
〇
件
)

｢信
号
機
･
歩
道
橋

･
横
断
歩
道
な
ど
が
多
す
ぎ
る
｣

｢ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
過
剰
デ
ザ
イ
ン
は
無
駄
｣

○
渋
滞
に
関
す
る
こ
と

(
一
、
三
三
一
件
)

｢渋
滞
に
よ
る
時
間
ロ
ス
が
無
駄
｣

｢開
か
ず
の
踏
切
は
渋
滞
の
原
因
と
な
り
、
無
駄
｣

○
行
政
組
織
に
関
す
る
こ
と

(
一
、
一
七
八
件
)

｢縦
割
り
行
政
は
無
駄
｣

○
無
駄
は
な
い

(
=
、
六
〇
〇
件
)

｢無
駄
な
も
の
は
な
い
｣
｢特
に
な
し
｣

4

国
民
を
対
象
と
し
た
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
概
要
③

(Q
3

｢重
点
化
｣
に
関
す
る
回
答
)

【Q
3
】
道
路
政
策
を
進
め
る
上
で
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と

(選
択
回
答
式
)

単
純
集
計
で
は
、
多
い
順
に

｢渋
滞
対
策
｣
(三
九

･

人
%
)、
｢生
活
幹
線
道
路
の
整
備
｣
(三
六
.
一
%
)
、

“Û

｢交
通
事
故
対
策
｣
(二
人
.
六
%
)、
｢高
速
道
路
の
整
備
｣

"

(二
六
･
六
%
)
と
な
っ
た

(図
3
)。

牝　　



都道府県･す生別を人口統計比

0

鵤

　螂　
　l 44.0 l

(3つまで選択)

(% )

(N=101,3l4) G I (N=96,445)

(注)回答者の都通府県･性別構成比をH“国勢調査の構成比
合わせて禁教著したもの

L 39.8 l渋滞対策 (バイパスの整備 ･開かずの踏切対策 ･交差点の改良など) ,
通勤、 通院などの日 の らし え に=]重忙ニコ通院などの日常の暮らしを支える生活特報逍路の整備

交通事故対解く通学路を主とした歩道の設置など)

ネットワークがつながっていない高速道路の整備

蚕風姿誤報鰡礬街轟緤聯聾裁き事故などへの饉ぇ
潴篩讓覊麗薇恭饑袋修繕楡働なか老朽化した楼“肪機など)
地域活性化や物流のため都市や交遊提点を結ぶ邇鞘の整備

バリアフリー対餓 (歩道の段簔の解消など)

大気汚染や騒音などへの環攪対餓

電蟻期の地中化

都心へ入る車を分散させる大都市圏の環状遭難の整備

バスやLRT (次世代型路面電車) などの公共変趨獲関への支援

わかりやすい案内憾餓などの整備

自転車利用の促避 (自転車道 ･駐輪場の整備など)

植樹など道醇儼鰕の改善

カーナビ情報の充実

いな

他
ら

の

か

そ

わ

　　図

5

国
民
を
対
象
と
し
た

一
般
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
概
要
④

(Q
3

｢重
点
化
｣
に
関
す
る
回

答
/
県
別
集
計
)
(表
1
)

【Q
3
】
道
路
政
策
を
進
め
る
上
で

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

こ
と

(選
択
回
答
式
/
県

別
集
計
)
(単
純
集
計
)

･
県
別
に
見
る
と
、
上
位
三
項
目

は

｢渋
滞
対
策
｣
、
｢生
活
幹
線

道
路
整
備
｣、
｢交
通
事
故
対
策
｣

が
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。

･
首
都
圏
で
は
、
埼
玉
、
千
葉
、

東
京
、
神
奈
川
に
お
い
て
、
｢環

状
道
路
整
備
｣
の
回
答
が
二
位

と
な
っ
て
い
る
。

･
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
I
ク
が
つ
な
が

っ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
｢高
速

道
路
整
備
｣
の
回
答
が
上
位
と

な
っ
て
い
る
。

一
位
の
県
…

山
形
、
鳥
取
、
島
根
、
宮
崎

三
位
の
県
…

秋
田
、
神
奈
川
、
徳
島
、
大
分

･
そ
の
他
、
｢災
害
対
策
｣
、
｢都
市

や
交
通
拠
点
を
結
ぶ
道
路
整

備
｣、
｢道
路
管
理
の
充
実
｣
の
回
答
が
上
位
と
な
っ
て

い
る
県
も
あ
る
。

｢災
害
対
策
｣
…

北
海
道
、
岩
手
、
山
形
、
新
潟
、
福
井
、
山
梨
、
徳

島
、
高
知

｢都
市
や
交
通
拠
点
を
結
ぶ
道
路
整
備
｣
…

岩
手
、
宮
城
、
島
根
、
宮
崎
、
鹿
児
島

｢道
路
管
理
の
充
実
｣
…

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、
石
川
、
長
野
、
熊
本
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6

国
民
を
対
象
と
し
た
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

概
要
⑤

(Q
4

｢道
路
政
策
全
般
な
ど
｣
に
関
す
る
回

答
)

【Q
4
】
｢道
路
政
策
全
般
な
ど
｣
に
関
す
る
こ
と

(自
由
回
答
式
)

･
一
〇
一
、
三
一
四
件
の
う
ち
、
四
六
、
六
七
八
件
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

･
道
路
政
策
全
般
な
ど
に
関
す
る
自
由
意
見
と
し
て

は
、
｢【Q
1
】
効
率
化
｣
｢【Q
3
】
重
点
化
｣
で
選

択
し
た
内
容
を
重
ね
て
回
答
す
る
ほ
か
、

｢地
域

格
差
の
是
正
、
地
方
の
道
路
整
備
に
関
す
る
こ
と
｣

(四
、
六
二
八
件
)、

｢道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
こ

と
｣
(二
、
七
人
一
件
)
等
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

《意
見
例
》

○
高
速
道
路
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

(八
、
五
〇
五
件
)

｢高
速
道
路
の
空
白
地
域
を
な
く
し
て
ほ
し
い
｣



表 1 ーー 各都道府県全 16項目のうち、上位 5項目
11 2 3 4 6

北海遭 災害対策 3 6 1 道路管理の充実 3 4 .○
生活幹線
遼路離備 3 2溝

高滋瀞 3 0 .○
部市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

2 9 .1

青森県 生讓饑 4 2 5 渋滞対策 3 5.2 遼路
讐理の
充実 3 3 2 災害対策 3 1 6 交讓故 8 1.1

岩手県 生活幹線道路墜襁 4 5 7
都市や交通
拠点を結ぶ"
遺酪雜鑓

3 8.9 災害対策 3 l g
交通事故
対嬢 3乱5 道路管理の充実 3 L 4

宮城県 渋滞対策 4 4 .4 鱗緒塞溌◆36め
都市や交通
拠点を鱗ぷ
道路整備

30 .l 災害対策 30 0
高速
;灘
路 29途

羽翼田噪 生活費饅遭難轤備 3 9 .9
遠路鱗理の
充契 3 7 .0

瑯遼溌路 3乱7 渋;滞対嬢 3仇は 交通事故対策 28 .7

山形多粟 高盪潅路 8 0 .4 生活幹鐵邁臟整備 3 4 .○ 災害対策 3 3 7 渋′群対策 3 0 g
都市や交濃
拠点を結ぶ蕊
道路轉備

30 .7

福島県 生活幹線道路搬僻 4 4.3 渋滞対策 3 7 9
交通事故
対策 3 4‐l

道路管理の
充実 3ま2 災害対策 26 .8

茨城県 渋滞対策 4 9.O 生活幹線道路整備 3 6‐す
交獨讓故 2 8再 藻甕路 2 6.0

都市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

2 5.t

栃木県 渋滞対策 5 1 2 交通事故対策 4 6 .4 纖饑 3 4 .8
道路管理の
斑裏 2 6.8 環境対策 14お

群馬県 渋滞対策 4 9“★ 讓鬘灘 3 4 2 鱒讓故 3 1 4
都市や交通
拠点を結ぶ
道路塾鰤

2 2 7 適職管理の充実 20‘3

埼玉県 渋滞対策 5 8.3 環飜濃霧 3 4 8 交通事故対策 3 0 .3
生活斡絲
進藤墜鐵 24 4

高麓備
路 fア.l

千葉県 渋滞対策 5 4 7 癩離 増 33a 変速事故対策 2 8 3 生活幹線道路整礎 23 .9
高滋議酪 19 7

東京都 渋滞対震 5 5.2 騨鱗瀦 4 2.7 交通事故対策 2 1 3 儼讓詑 ふ2o.2
自転車利用
の促進 惟9“

神奈川県 ≦錢･帯対策 G a l 瓣讓霰 4 2 7 高榊路 搬 轆 瀞 セ2o‐5 生活幹線道路離鮪 17道

新潟県 渋滞対策 4 3霊 生活幹線通路整備 3 7.8 災害対策 菫32 4 魂叢増飢 道路管理の充実 2 6.9

富山県 渋滞対策 4 7 2 生活幹線道路整備 3 4 9
交通事故
対策 2 8 .6 災害対策 i2 8.3

道路管理の
充実 2 7 ,6

石川県 渋滞対策 3 7 2 道路管理の充実 3 3 8 生活幹線道路蛙備 3 1お
交癈故 3 1 5 災害対策 2 9.4

福言井県 災害対策 4鴦‐6
生活斡綬
道路幽備 3 9J 渋滞対策 3 2.3

遼路管理の
充爽 3 0 .9

高離務 30 .8

山梨県 渋滞対策 4 5 7 釜讓箋備
･ 3 6.4 災害対糠 29 .2 交淺嚢故 !24‐o

都市や交通
撻点を結ぶミ
趙瀦轆鏑

20 .5

長野県 生活幹線濾踏整備 4 4 4 渋滞対策 4 2き
通路醤理の
充轢 2 a 5 災害対策 袋28,8 交廉故 28 .6

岐阜県 羨炎2滯対策 !4 3趣 蓋露糞穰、4o･l 囎 瀞
凝れ8 迩露管理の売薬 2 5.5 災害対簸 23 .○

静岡県 渋滞対策 5 5 ,3 讓霊離 36.t
交遷飜娩 “‐9

都市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

2 4 3 道酪管理の売葵 l a g

愛知県 渋滞対策 5 4 0 変礬淺故◆3115 叢鰯･讓潴も鋭O
選路管理の
充実 2 -は騒窯礬満

憑き9-。

三重県 渋滞対策 4 B O 簿霧鑿穰 3 6 ･6 交 廉 故 }33g
都市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

2 3 7 災害対策 i23 5

8 道々テセ 2007.9



表 1ー 2 各都道府県全 16項目のうち、上位 5項目
イー 2 3 4 5

滋賀県 渋滞対増 56-5
交鱈嚢故 l3鋭 鱗難 3 4 .6

道路管理の
充実 22 .1 災害対策 17･7

京都府 濱野滞対策 46 .2 鐵露薹穰 3 1‐9 交通事故対策 2 8.5
高速道路
整備 2 7.6

都市や交通
拠点を縄偽ミ
道路整備

19 .7

大阪府 渋滞対策 4 6.0 交通事故対策 2 8 .5
生′活幹線
道路整備 20 .7

環状道路
整備 19 5 ′

"リアフリ･一
対策 18 ,5

兵庫県 渋滞対策 4 6 .8 鱗溌衞
･ 3 2 6 交通事故対策 32 .0

道路管理の
充実 2 2 ,1

都市や交通
拠点を錦謎ミ
道路整備

2 L 9

奈良県 渋滞対策 4 9誰 生活幹線道路整備 4 1.5 穰講
故き28‐4

都市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

2 5 .7 災害対策 2 2 .3

和歌山県 生′活幹線道路整備 4 7.2 渋滞対策 4 5 .○
交通事故
対策 2 9 .○

都市や交通
拠点を結ぶ
道路整備

2 8 4 災害対策 2 7.2

鳥取県 高盪瀧路 3 9 3 渋滞対策 l3 7。4 生活幹線道路整備 3 6.7 鑿醒鰯 29.4 災害対策 2 6 .3

島根県 高速道路整備 6 7 6 羞路
乕鱗
,
31 3
都市や交通
拠点を結ぶミ
道路賤備

3 2 6 渋滞対策 27 .8 交鶏糞故 27 2

岡山県 渋;滞対策 48.6 交通
事故
対策 3 5.5

生活幹線
道路整備 3 4 9

れ公共交通
機関支援 碇9 2

ノくりアフリ･一
対策 18 7

広島県 渋滞対策 5 2.5
生3活幹線
道路整備 3 5 8

交通事故
対策 28.7

道路管理の
充実 2 3 .7 災害対策 T7 9

山口県 生活幹線道路整備 4 1.4 渋滞対策 3 81
交通事故
対策 3 3 2 高速道路整備 3 1.3

道路管理の
充実 24 9

徳島県 渋滞対策 4 3.6
生′者幹線
道路整備 3 9.9

高速道路
整備 2 7 .7 ‘ 交鱈叢故 2 4.5災害対策

橇村l籾梟 渋滞対策 4 4 ｣ 交通事故対策 37 .5
生活幹線
道路整備 3 6.3

道鈞礬む
管
扉蓬
国の 23.8 災害対策 20 4

愛媛県 渋;證爾対策 4 3.9 竃絃控
斡鱒 3 8 .9 交通事故対策 3 3.2 災害対策 2 4 .6

都市や交通
拠点を錆ふく
道路整備

2 2 7

高知県 竃露整離 4 8 8 渋滞対策 3 6.6 災害対策 3 5,5
交鱈策
:故 2 8‐5

都市や交通
拠点を結ぶ
道路整備

2 7.9

福岡県 渋滞鞘対策 48 3 生活幹線道路整備 3 3 .0 纜 軒 }32‐9
道穫襞管実
理の 2れ6

都市や交通
拠点を結ぶ
道路整備

2 1.5

佐賀県 !費;滞対策 4 6 .6
交通事故
対策 4 2 .0 鐘露橇麓 ;4o‘8

都市や交通
拠点を結ぶミ 27 .O
道路整備

道路管理の
充実 2 6 1

長崎県 生ノ活幹線道路整備 4 4 .4 渋滞対策 -4 1 8
交鱒策
:故 2 9.3 離 瀞 272 道路管理の充実 2 7.○

熊本県 渋滞対策 4 8.5 総轢 4 1.6
道路
充讓
理の{27.6 棚群 l26‐9

都市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

24 .4

大分県 錘灘:鶉 4 5.6 渋滞対策 4 31 高滋濃叫 35“5 翳 榊 28.9
道路管理の
充実 24 .0

宮崎県 高遼溝路 4 1.2
都市や交通
拠点を結ぶミ
道路整備

3 7 1 遺
生露醸
◆鱗 368 渋滞対策 3 2 .3 交通事故対策 25 .8

鹿児島県 鰯離･ 3 9.フ 交讓 『 323
都市や交通系
拠点を結ぶくま2 9 6
道路整備 8

渋滞対策 も'g 道路充
管
実
理の 28.1

沖縄県 ′渋;滞対策 4 6 5 釜露鬆鰤 34‐1 交舞棗増 32‐4遺囎穿の胚6 馳轢靴も26.3

道行セ 20079 9



○
地
域
格
差
の
是
正
、
地
方
の
道
路
整
備
に
関
す
る
こ
と

(四
、
六
二
人
件
)

｢過
疎
化
の
進
む
地
域
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
｣

○
地
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
こ
と

(三
、
八
三
一件
)

｢地
域
内
の
生
活
道
路
の
整
備
を
｣

○
事
業
評
価
の
運
用
･
透
明
性
の
確
保
に
関
す
る
こ
と

(三
、
五
七
五
件
)

｢事
後
評
価
を
適
正
に
行
う
こ
と
｣

○
交
通
事
故
対
策
に
関
す
る
こ
と

(三
、
三
五
一
件
)

｢安
全
対
策
を
進
め
る
べ
き
｣

○
渋
滞
対
策
に
関
す
る
こ
と

(三
、
0
六
〇
件
)

｢車
を
分
散
さ
せ
、
渋
滞
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
｣

0
道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
こ
と

(二
、
七
八
一
件
)

｢道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
反
対
｣

○
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
参
画
に
関
す
る
こ
と

(二
、
四
一
一
件
)

｢も
っ
と
国
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
｣

○
歩
道
に
関
す
る
こ
と

(二
、
三
五
五
件
)

｢通
学
路
を
主
と
し
た
歩
道
の
見
直
し
を
｣

○
工
程
管
理
に
関
す
る
こ
と

(
一
、
九
二
六
件
)

｢も
っ
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
事
業
を
進
め
る
べ
き
｣

7

都
道
府
県
知
事
･
市
町
村
長
の
意
見
概
要

(全
知
事
･
全
市
町
村
長

二

、
八
七
四
人
)

･
全
て
の
都
道
府
県
知
事

･
市
町
村
長
一
、
八
七
四
人

に
問
い
か
け
を
行
い
、
全
員
か
ら
意
見
を
頂
い
た
。

･
具
体
的
に
は
、
｢効
率
化
を
徹
底
的
に
進
め
る
上
で

重
視
す
べ
き
こ
と
｣
に
つ
い
て
は
、

｢工
程
管
理
｣

(三
八
六
件
)、
｢事
業
評
価
の
徹
底
｣
(三
七
三
件
)、

｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
(三
四
二
件
)
、
｢既
存
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
活
用
を
図
る
べ
き
｣
(二
七
二
件
)
等
の
意

見
が
多
く
あ
っ
た
。

･
ま
た
、
｢重
点
化
を
進
め
る
上
で
特
に
優
先
度
の
高

い
政
策
｣
に
つ
い
て
は
、
｢生
活
幹
線
道
路
の
整
備
｣

(
一
、
三
九
人
件
)、
｢災
害
対
策
｣
(九
人
九
件
)、

｢交
通
事
故
対
策
｣
(八
八
四
件
)、
｢高
速
道
路
の
整

備
｣
(八
五
〇
件
)
等
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

･
さ
ら
に
、
｢道
路
政
策
や
道
路
の
整
備

･
管
理
全
般

に
関
す
る
ご
意
見
｣
と
し
て
、
｢道
路
特
定
財
源
を

維
持
し
、
道
路
整
備
等
に
活
用
す
べ
き
｣
(六
八
六

件
)
等
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

《意
見
例
》

○

｢効
率
化
を
徹
底
的
に
進
め
る
上
で
重
視
す
べ
き
こ

と
｣
に
つ
い
て

①
工
程
管
理

(三
人
六
件
)

･
｢多
様
化
す
る
道
路
整
備
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
重
要
｣

･
｢個
別
の
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
｣

②
事
業
評
価
の
徹
底

(三
七
三
件
)

･
｢事
業
の
開
始
前
や
途
中
段
階
で
事
業
ご
と
の
評

価
を
徹
底
｣

･
｢早
い
段
階
で
現
地
調
査
や
評
価
を
行
い
、
実
情

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
｣

③
コ
ス
ト
縮
減

(三
四
二
件
)

･
｢特
に
地
方
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
道
路
構
造

の
採
用
等
、
地
方
の
裁
量
を
拡
大
し
、
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
る
べ
き
｣

･
｢道
路
の
建
設
や
管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
減
ら

す
努
力
が
必
要
と
考
え
て
い
る
｣

④
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
る
べ
き(二
七
二
件
)

･
｢高
速
道
路
の
料
金
を
値
下
げ
し
て
有
効
に
活
用

す
べ
き
｣

○
｢重
点
化
を
進
め
る
上
で
特
に
優
先
度
の
高
い
政
策
｣

に
つ
い
て

①
生
活
幹
線
道
路
の
整
備

(
て
三
九
八
件
)

･
｢農
業
の
ほ
か
、
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
が
な
い
当

村
で
は
、
市
部
へ
の
通
勤

･
通
院
が
日
常
と
な
っ

て
い
る
。
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
幹
線
道
路
の

整
備
は
緊
急
の
課
題
｣

･
｢幹
線
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
日
常
生
活
を

支
え
る
生
活
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
｣

②
災
害
対
策

(九
人
九
件
)

･
｢多
発
す
る
地
震
被
害
や
台
風
の
襲
来
が
宿
命
で

あ
る
我
が
国
の
国
土
事
情
に
鑑
み
、
災
害
対
策
を

" 道イテセ 2007.9



加
味
し
た
道
路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
｣

･
｢防
災
性
の
高
い
道
路
の
整
備
、
地
震
･
津
波
対

策
の
推
進
、
豪
雨
時
の
土
砂
崩
れ
等
に
よ
る
地
域

の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
の
道
路
の
斜
面
対
策
等
が

望
ま
れ
る
｣

③
交
通
事
故
対
策

(八
八
四
件
)

･
｢交
通
事
故
多
発
箇
所
に
お
け
る
事
故
対
策
や
誰

も
が
安
心
し
て
快
適
に
通
行

(歩
行
)
で
き
る
道

路
づ
く
り
が
必
要
｣

･
｢交
通
事
故
対
策
、
特
に
通
学
路
を
主
と
し
た
歩

道
の
設
置
｣

④
高
速
道
路
の
整
備

(八
五
〇
件
)

･
｢高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
て
初
め
て
そ
の
効
果
が
現
れ
る
こ
と
か

ら
、
最
優
先
し
整
備
す
べ
き
｣

⑤
渋
滞
対
策

(七
一
四
件
)

･
｢都
市
圏
内
の
恒
常
的
な
渋
滞
へ
の
対
策
を
進
め

る
べ
き
｣

⑥
道
路
管
理
の
充
実

(四
四
二
件
)

･
｢既
存
の
公
共
施
設
の
計
画
的
な
維
持
保
全

･
長

寿
命
化
が
必
要
｣

⑦
都
市
や
交
通
結
節
点
を
結
ぶ
道
路
整
備
(四
一
七
件
)

･
｢空
港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
進
め
る
こ

と
｣

⑧
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

(三
六
七
件
)

･
｢高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
道
路
整
備
が
必
要
｣

○

｢道
路
政
策
や
道
路
の
整
備
･
管
理
全
般
に
関
す
る

ご
意
見
｣
に
つ
い
て

①
道
路
特
定
財
源
を
維
持
し
、
道
路
整
備
等
に

活
用
す
べ
き

(六
八
六
件
)

･
｢道
路
特
定
財
源
の
よ
う
な
安
定
し
た
財
源
の
も

と
で
、
計
画
的
な
遂
行
に
よ
る
一
日
で
も
早
い
完

成
こ
そ
が
、
整
備
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
も
の
と
考
え
る
｣

②
個
別
路
線
整
備
に
関
す
る
要
望

(
一
、
二
六
〇
件
)

(中
期
計
画
に
位
置
付
け
る
べ
き
、
と
い
う
要
望
含

む
)

8

都
道
府
県
知
事
･市
町
村
長
の
意
見
概
要

(地
域
ご
と
の
特
色
)

全
国
的
に
は
、
地
域
生
活
を
支
え
る
骨
格
的
な
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
生
活
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
る

べ
き
と
の
意
見
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
地
域
の
抱
え
る
課

題
や
道
路
整
備
状
況
に
応
じ
て
、
求
め
る
施
策
に
相
違
も

見
ら
れ
た
。

[北
海
道
･
東
北
]

･
広
域
分
散
型
の
地
域
特
性
を
克
服
す
る
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
べ
き

･
除
雪
･
防
雪
な
ど
の
災
害
対
策
に
よ
り
、
冬
季
間

の
道
路
交
通
の
確
保
が
必
要

[関
東
]
･
高
齢
者
、子
供
等
の
安
全
な
道
路
利
用
の
た
め
に
、

歩
道
整
備
な
ど
交
通
事
故
対
策
を
進
め
る
べ
き

.
開
か
ず
の
踏
切
対
策
、
交
差
点
改
良
等
に
よ
り
、

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
を
進
め
る
べ
き

[北
陸
]
･
橋
梁
、
道
路
の
耐
震
補
強
を
含
め
、
災
害
に
強
い

緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
を
進
め
る
べ
き

･
地
域
の
活
性
化
、
交
流
促
進
の
た
め
、
高
速
道
路

の
整
備
を
進
め
る
べ
き

[中
部
]
･
東
海
地
震
等
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
、
緊
急
輸
送
道

路
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
緊
急
課
題

,
バ
イ
パ
ス
整
備
、
交
差
点
改
良
等
に
よ
り
、
曼
生

的
な
渋
滞
区
間
の
解
消
を
進
め
る
べ
き

[近
畿
]
･
大
災
害
時
の
避
難

･
救
助
ル
ー
ト
の
確
保
等
、
災

害
対
策
を
進
め
る
べ
き

･
交
通
事
故
対
策
と
し
て
、
通
勤
･
通
学
路
の
歩
道

整
備
な
ど
日
常
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
道
路
の

整
備
が
必
要

[中
国
]
･
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分

断
を
解
消
す
る
た
め
、
災
害
対
策
を
進
め
る
ベ

　
　
･
地
域
間
競
争
に
欠
か
せ
な
い
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
べ
き

[四
国
]
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･
東
南
海

･
南
海
地
震
の
発
生
に

備
え
、
災
害
に
強
い
道
路
整
備

を
進
め
る
べ
き

･
地
域
の
自
立
･
競
争
力
の
強
化
、

交
流
促
進
の
た
め
、
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め

る
べ
き

[九
州
･
沖
縄
]

･
通
学
路
の
歩
道
整
備
、
急
カ
ー

ブ
の
改
良
等
の
交
通
安
全
対
策

を
進
め
る
べ
き

･
高
速
道
路
整
備
の
遅
れ
が
地
域

間
格
差
を
拡
大
し
て
お
り
、
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進

め
る
べ
き

表 2 都道府県知事 ･市町村長の意見概要

北海道･東北 麒 燈 端 職 国中 国四 九州･沖縄

線
備
幹
塾
活
路
生
道 榔

線
備
幹
整
活
路
生
道 鵺

線
備
幹
整
活
路
生
道 鰓

線
備
幹
整
活
路
生
道 m 叢麟錦繊 煎 蝋諦擬纖 鉈

災害対策 靴 纈鰤鰹 獨

繊観
{局
離 艀交 副 災害対策 飢 災害対策 瀦 災害対策 鰓 災害対策 即

線
備
幹
整
活
路
生
道 椰 蹴機

交
繊

災害対策 翻 渋滞対策 箱 鼾高 栩 渋滞対策 ㈱ 療交 鉗
高速道路整備

瀕 繊備鼈 鯏 羸鰯
高
皺交通事故対策

故事
策
通
対
交
瀦 災害対策 硼 蹴機

交
癇 蹴機
交
翻 纖鞭
高
彌 一 繊濃

交
鯏鰔 ㈱

鱗獺 郷 繊鞠
高
瀦 渋滞対策 鰻 繊鰯

高
鱒 策対滞渋 櫟 策対滞渋 鰯 策対滞渋 知 策対滞渋 篤

渋滞対策 幼
バリアフリー
対策 鸚鞠鰈 慨

勲讓 勾 ÷掻刈 約緘帳 鸚
緘鰈 拗 詠讓 鱗灘鱗 廓鰡鰈 凝議 獅

繊
備竪 鮒鱗饅 獨

炉フ策"対
州
瀬 - 鱗瀬

節
バリアフリー対策

讓 綿 飜纖繃 烈 鞠獺 醐 鶏糞 鮒 飜鱸 鱒讓 鱒總鱗 鼬
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都
道
府
県
知
事
･
市
町
村
長
の
意

見
概
要

(｢重
点
化
｣
に
関
す
る
回

答
/
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
集
計
)
(表
2
)

1 0

有
識
者
の
意
見
概
要

･
全
国
の
報
道
機
関
の
論
説
委
員
、

学
識
経
験
者
、
公
益
法
人
、
N
P

O
等
を
直
接
訪
問
し
て
、
二
、
九

二
八
人
の
回
答
を
得
た
。
以
下
は
、

公
表
に
同
意
さ
れ
た
方

(二
、
五

七
三
人
)
の
意
見
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

-

｢効
率
化
を
徹
底
的
に
進
め
る
上
で
重
視
す
べ
き
こ

と
｣
と
し
て
は
、
｢既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
に

関
す
る
こ
と
｣
(五
七
一
件
)、
｢事
業
評
価
の
厳
正

な
運
用
と
透
明
性
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
｣
(五
五

九
件
)に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
一
方
で
、

行
き
過
ぎ
た
効
率
性
の
評
価
を
否
定
的
に
捉
え
る
見

解
も
あ
っ
た
。

･
｢道
路
に
関
し
て
改
善
す
べ
き
、
無
駄
と
感
じ
る
こ

と
｣
と
し
て
は
、
｢道
路
工
事
の
や
り
方
に
関
す
る

こ
と
｣
(三
九
六
件
)、
｢道
路
整
備
の
必
要
性
に
関

す
る
こ
と
｣
(二
九
九
件
)
に
つ
い
て
の
意
見
が
多

く
あ
っ
た
。

･
｢重
点
化
を
進
め
る
上
で
特
に
優
先
度
の
高
い
施
策
｣

と
し
て
は
、
｢交
通
事
故
対
策
｣
(
一
、
0
六
九
件
)、

｢生
活
幹
線
道
路
の
整
備
｣
(八
七
八
件
)、
｢ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
高
速
道
路
の
整
備
｣

(八
六
五
件
)
な
ど
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

･
道
路
政
策
全
般
に
関
す
る
意
見
と
し
て
は
、
地
方
の

道
路
整
備
の
必
要
性
に
言
及
す
る
意
見
が
多
く
あ
っ

た
。
一
方
で
、
交
通
量
の
少
な
い
地
方
部
の
道
路
が

無
駄
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

《意
見
例
》

○

｢効
率
化
を
徹
底
的
に
進
め
る
上
で
重
視
す
べ
き
こ

と
｣
に
つ
い
て

①
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
に
関
す
る
こ
と
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(五
七
一
件
)

･
｢割
高
感
の
あ
る
高
速
道
路
料
金
を
引
き
下
げ
し

て
利
用
促
進
を
｣

②
事
業
評
価
の
厳
正
な
運
用
と
透
明
性
の
確
保
に

関
す
る
こ
と

(五
五
九
件
)

･
｢ど
の
事
業
を
優
先
的
に
進
め
る
の
か
に
つ
い
て
、

客
観
的
な
指
標
を
公
開
し
て
、
国
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
べ
き
止

･
｢事
業
の
各
段
階
で
必
要
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な

ど
事
業
評
価
の
厳
正
な
運
用
を
図
る
べ
き
。｣

･
｢行
き
過
ぎ
た
効
率
化
を
求
め
、
選
択
と
集
中
を

進
め
過
ぎ
る
と
、
大
都
市
優
先
と
な
り
、
国
土
整

備
が
い
び
つ
と
な
る
。｣

･
｢危
機
管
理
、
救
急
医
療
な
ど
、
経
済
性
･
効
率

性
だ
け
で
は
評
価
で
き
な
い
道
路
整
備
も
あ
る
と

考
え
る
。
｣

③
工
程
管
理
に
関
す
る
こ
と

(三
七
五
件
)

･
｢事
業
の
完
成
ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
。
ス

ピ
ー
ド
感
が
必
要
｣

④
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図
る
べ
き(三
三
一
件
)

･
｢
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
コ
ス
ト

削
減
を
含
め
、
既
存
施
設
の
維
持
管
理
施
策
を
重

視
す
べ
き
。｣

○

｢道
路
に
関
し
て
改
善
す
べ
き
こ
と

･
無
駄
と
感
じ

る
こ
と
｣
に
つ
い
て

①
道
路
工
事
の
や
り
方
に
関
す
る
こ
と

(三
九
六
件
)

･
｢道
路
工
事
の
一
元
化
を
図
る
べ
き
。
年
度
末
等

に
集
中
し
て
い
る
予
算
消
化
の
よ
う
な
道
路
工
事

は
や
め
る
べ
き
。
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
べ

き
。｣

②
道
路
整
備
の
必
要
性
に
関
す
る
こ
と

(二
九
九
件
)

･
｢交
通
量
が
少
な
い
の
に
道
路
幅
が
広
い
等
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
な
い
道
路
は
無
駄
で
あ
り
、
改

善
す
べ
き
で
あ
る
。｣

･
｢交
通
量
が
少
な
い
の
に
高
速
道
路
と
国
道
バ
イ

パ
ス
が
並
行
し
た
り
、
立
派
な
農
道
と
並
行
す
る

よ
う
な
道
路
は
無
駄
で
あ
り
、
調
整
し
て
整
備
す

る
べ
き
。｣

○
｢重
点
化
を
進
め
る
上
で
特
に
優
先
度
の
高
い
政
策
｣

に
つ
い
て

①
交
通
事
故
対
策

(
一
、
0
六
九
件
)

･
｢歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
と
車

道
の
分
離
や
、
自
転
車
道
の
整
備
を
進
め
る
べ

き
。｣

･
｢高
齢
者
が
運
転
し
や
す
い
道
路
構
造
と
す
べ

き
。｣

②
生
活
幹
線
道
路
の
整
備

(八
七
人
件
)

･
｢高
次
医
療
施
設
へ
の
時
間
距
離
を
短
縮
す
る
た

め
に
道
路
整
備
は
不
可
欠
。｣

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
高
速
道
路
の

整
備

(八
六
五
件
)

･
｢都
市
間
距
離
が
格
段
に
長
い
広
域
分
散
型
社
会

で
あ
る
北
海
道
で
は
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
早
期
形
成
が
重
要
に

･
｢地
域
間
格
差
を
な
く
す
高
規
格
幹
線
道
路
の
整

備
は
、
国
の
責
任
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。｣

④
渋
滞
対
策

(八
五
三
件
)

･
｢交
通
密
度
、
人
口
密
度
が
高
い
と
こ
ろ
で
は
重

点
的
･
優
先
的
な
渋
滞
対
策
が
必
要
｣

,
｢渋
滞
対
策
や
開
か
ず
の
踏
切
の
解
消
な
ど
の
施

策
は
、
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
誰
も
が
納
得
す
る
と
考

え
る
。｣

⑤
災
害
対
策

(六
八
九
件
)

,
｢落
石
、
雪
崩
等
危
険
箇
所
対
策
等
の
災
害
対
策

や
緊
急
輸
送
路
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
。｣

⑥
道
路
管
理
の
充
実

(六
七
九
件
)

･
｢道
路
の
維
持

･
管
理
は
、
生
活
･
産
業
の
た
め

に
優
先
す
べ
き
。｣

⑦
道
路
景
観
の
改
善

(五
五
七
件
)

･
｢景
観
、
眺
望
、
自
然
に
配
慮
し
た
道
路
整
備
、

文
化
、
歴
史
を
活
か
し
た
道
路
整
備
を
す
べ
き
。｣

⑧
案
内
標
識
の
整
備

(四
三
九
件
)

･
｢高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
い
く
中
で
、
標

識
の
見
や
す
さ
や
、
道
路
名
の
分
か
り
易
さ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。｣

○

｢道
路
政
策
や
道
路
の
整
備
･
管
理
全
般
に
関
す
る

ご
意
見
｣
に
つ
い
て

箔矛千セ 20079 !3



①
中
期
計
画

･
道
路
政
策
･
道
路
整
備
へ
の

提
言
に
関
す
る
こ
と

(九
九
六
件
)

･
｢将
来
の
国
家
構
造
を
考
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

必
要
こ

･
｢は
じ
め
に
道
路
あ
り
き
で
は
な
く
、
社
会
資
本

の
ひ
と
つ
と
し
て
相
対
化
し
て
考
え
る
べ
き
。｣

②
道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
こ
と

(六
二
四
件
)

･
｢地
方
の
道
路
は
不
十
分
で
あ
り
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
も
道
路
整
備
が
必
要
。
そ
の
た
め
、
道

路
特
定
財
源
が
必
要
。｣

･
｢道
路
特
定
財
源
は
一
般
財
源
化
す
べ
き
。
財
政

再
建
が
必
要
で
あ
り
、
他
施
策
と
の
優
先
順
位
を

検
討
す
べ
き
。｣

③
地
方
の
道
路
整
備
の
必
要
性
に
関
す
る
こ
と
(五
〇
一件
)

｢都
市
と
地
方
の
道
路
整
備
の
不
公
平
さ
を
解
消

ト　

し
て
ほ
し
い
。
道
路
の
整
備
レ
ベ
ル
が
経
済
の
競

ケ

争
レ
ベ
ル
の
格
差
を
生
む
。｣

ン　

｢自
動
車
以
外
の
公
共
交
通
が
発
達
し
て
い
る
都

嘴

市
部
と
移
動
手
段
が
自
動
車
に
限
定
さ
れ
る
地
方

瑳

で
は
、
道
路
の
必
要
性
が
異
な
る
。｣

と 般アンケート調査の回答者の属性

　

　
　

　　

　
　

　

｢交
通
量
の
少
な
い
地
方
部
の
道
路
は
無
]駄
o
高

檄

31 4

速
道
路
も
整
備
…,水
準
が
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

賦
帆

の
整
備
“
不
要
で
“
な
い
か
こ

弛

06

回答者数 率( % ) 饑艀
H
"

難 7 5 638 弼 2QU4T

娼 2l 57 0 惣 弼
計合 97 2 08 ○00 O0 0

◇地方ブロック別

回答者数 率(%)
H円国勢調査に
よる割合(%)

北海道･東北 3 0
,
1 gt 3 0

,
5 i 2

.
O

願 11
,
51 2 l1 6 3 5 2

廳 2
,
1 73 2

.
2 7QU

鰤 御 露 鯲
纖 に〉.--! 髄 鶯
国中
･ 鮒 瀦

ORU

国四 リムハソム再r
･4 74

T 2QU
九州小中縄 鰤 m 箙
計合 螂

○の Pn
vnv

※ 無回答 = 2,4 58

回答者数 率(“讓癈岡山県 すの60 れ1 1
.
5

広島県 2
,
396 2

.
4 2 2

山ロ県 2
,
554 2

.
6 1
.
2

徳島県 2
,
567 2

,
6 0β

香川県 l
,
724 I

･
7 0
,
8

愛媛県 4
,
135 4

.
2 1
.
2

高知県 纖 鯰 鍋
福岡県 鰡 銘 鍵
佐賀県 522 獨 館
長崎県 837 第 ･
熊本県 鱗 U M
大分県 866 鯛 饅
宮崎県 纖 慥 第
鹿児島県 964 ゆ 静
沖縄県 651 館 ゆ

鑽 鱸 鰍 鱒

菊
復
惚
第

0部廼癌県別

、 回答者数 牽く%)纖癈北海道 13
-
505 13

.
7 4
,
5

青森県 f
f
273 1

.
3 11

岩手県 2
,
394 2

.
4 11

宮城県 2
,
483 2

,
6 1
.
8

秋田県 f
,
437 1

-
5 0
.
9

山形県 5
,
934 6

.
O 1
･
0

福島県 硼 鰡 胎
茨城県 657 館 筵
栃木県 燃 閉 部
群馬県 837 鯛 筋
埼玉県 緘 ワ 郷
千葉県 緘 惚 第
東京都 総 髄 測
神奈川県 958 拗 醇
新潟県 913 鯛 閖
富山県 392 飼 ㈱

回答者数 率(%)棲癈石川県 868 0
.
9 0
,
9

福井県 も443 1 5 0
.
6

山梨県 1
,
034 1

･
0 0
･
7

長野県 1
,
790 1

,
8 1
･
7

岐阜県 1
,
078 1

･
1 著
‐
6

静岡県 1 476 1
.
5 3
.
O

愛知県 紳 鮒 弱
三重県 淋 菊 修
滋賀県 570 節 u
京都府 740 館 幻
大阪府 怨 芻 鯰
兵庫県 緋 淘 鵺
奈良県 滋 u ･
和歌山県 緘 舒 第
鳥取県 鰡 幻 鍋
島根県 鮴 即 第

　

5 8

200
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ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
け
ま
す
。

ま
た
、
骨
子
案
に
対
す
る
具
体
的
な
ア
ン
ケ

ー
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
頁
以
降

(ア
ン
ケ

ー
ト
)
の
と
お
り
で
す
。

1 1 と い を え- ~ ご J 参 り ら ･ こ て 取 い 広卜 ま 意 ネ も 、 九 今 と 国 組 〈 い 中 す て も る 国
内 た 見 ッ 各 国 月 般 と 民 み と 意 期 る 取 と 意 民
容 ゞ を ト 等 民 二 の な 各 と い 見 計 中 り に 見 ア 館
に 骨 お 、 - ~ 五 問 り 層 し う を 画 期 組 、 を ン 第

三

第
三
国
問
い
か
け
の実
施
に
つ
い
て

国
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
一
〇
万
件
を
超

え
る
意
見
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
意
見
な
ど

を
も
と
に
、
今
般
、
｢構
成
案
｣
や

｢計
画
に
お

い
て
取
り
組
む
主
な
政
策
課
題
｣
な
ど
を
内
容

と
す
る
中
期
計
画
の
骨
子
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
民
各
層
か
ら
幅

広
い
意
見
を
繰
り
返
し
伺
い
な
が
ら
作
成
し
て

い
く
と
い
う
方
針
か
ら
、
今
般
、
第
二
段
階
の

取
組
み
と
し
て
、
本
骨
子
案
に
つ
い
て
、
改
め

て
国
民
各
層
に
幅
広
く
問
い
か
け
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
般
の
問
い
か
け
期
間
は
、
八
月
二
四
日
か

ら
九
月
二
五
日
ま
で
の
約

一
ヵ
月
間
と
し
て
お

(ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
)
の
と
お
り
、

　　　　　　間 子 、 同 は
　 　 　　 　 　

憂おぞ
( な 1 ･ は

多多 化,ボ
ケ ケ て 夕 記

◆ アンケート調査概要 ◆

募集期間 平成 l9年 8月 2 4 日 (月) ~ 平成 19年 9月 2 5日 (火)【必着】

内 容 中期計画の骨子案について

提出方法

【パソコンによる場合】
下記にアクセスし、 ご意見を選択、 記入の上、 送付してください。
( U R L ) h ttp ://w w w .douro keikaku Jp/

【郵送による場合】
上記のホームページから、 回答用紙をダウンロードし、 ご意見を記入の上、 郵送してく
ださい。
〒 1 0 0 - 8 7 8 2 東京中央郵便局私書箱第224号
国土交通省道路局 中期計画作成担当 あて

【F A X による場合】
上記のホームページから、 F A X 送信状をダウンロードし、 ご意見を記入の上、 F A X
してください。
F A X 番号 : 0 3 - 5 2 5 3 - 1 5 8 5
国土交通省道路局 中期計画作成担当 あて

【メールによる場合】
上記のホームページヘアクセスし、 ご意見を記入の上、 メールしてください。

注意事項

･頂いたご意見に対して個別の回答はいたしかねますので、 あらかじめその旨ご了承願い
ます。
･ご意見を正確に把握する必要があるため、 電話によるご意見の受付は対応いたしかねま
すので、 あらかじめその旨ご承知おきください。
･頂いたご意見の内容については、 集計の上、 公開される可能性がありますので、 あらか
じめその旨ご承知おきください。
･本アンケートで取得した個人情報は厳重に管理し、 本アンケートおよびアンケート関係
業務以外の用途には使用しません。

問い合わせ先
国土交通省道路局 中期計画作成担当 あて
T E L 番号 : 0 3 - 5 2 5 3 - 8 1 1 1 (内線 3 7 3 8 4 )
受 付 時 間 : 9 :3 0~ 1 8 :1 5 (土 ･日 ･祝日を除く)

その他 第 1回問いかけの結果概要など中期計画に関する情報については、 道路局ホームページ
(アドレス:http://w w w .m lit.go.jp/road/) でもご覧頂けます。

1首斧十セ 2007 9 7;



第
一
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
中
期

計
画
に
お
い
て
取
り
組
む
主
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
次

【ア
ン
ケ
ー
ト
】

は
じ
め
に
、
中
期
計
画
に
お

課
題
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

り
ま
と
め
ま
し
た 政 果 o い
o を な て

取
り
組
む
主
な
政
策

国際競争力の確保 地域の自立と活力の強化 安全,安心の確保
環境の保全と
豊かな生活環境の創造

間地球温暖化対策

購道路環境対策
0大気質対策
0騒音対策

回生活環境の向上
〇バリアフリー化
･バリアフリー歩行空間整備
･駅前広場 など
0無電柱化

間物流ネットワークの形成
○基幹ネットワークの整備

0拠点的な空港･港湾
からICへのアクセス改善

○国際標準コンテナ車の
通行支障区間の解消

輻地域のネットワークの
形成
0生活幹線道路ネットリク
の形成
◆“"mm"#ぜヤ"ナ讐よ鰍約ゾ′ば
アクセスの確保
･市町村合併の支援
･観光拠点へのアクセス確保

など

霊慢性的な渋滞への対策
0渋滞対策
･環状道路･バイパスの麹館
(公共交通利用の支援

など
○開かずの踏切等を除却
する対策
･開かずの踏切対策
･遵続立体交差事業など

翻防災･滅災対策
0耐震対策
0防災'防雪対策
･斜面対策･生命総道路
･通行規制の緩和
-防雪対策 など
0安心な市街地形成
･奮築市街地の防災対策
棚交通安全の向上
0交通事故対策
･道路の交通事故対策
自転車道の整備 など
0通学路の歩道整備
0踏切の安全対策
薑安全･安心で計画的な
道路管理
0口岩窟蝉匙岡本へ;“′
修繕･更新

国際競争力の確保、地域の自立と活力の強化、環境の保全等に資する既存道路の有効活用

囲既存高速ネットワークの効率的な活用･機能強化 囮甘Sの推進
0高速道路料金の引下げ、スマートfCの設置など

図 4 中期計画において取り組む主な政策課題

　 　 　

餐なあ甲あ
な
た
は
、
図
4
の
中
期
計
画
に
お

主
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

国民の意見を聴きながら、客観的データを用いつつ、施策の性格に応じた重点方針に
基づき、課題の程度･整備効果･費用等を踏まえ、対策を実施する。

< 基本的考え方>

章①課題を効率的に解決する観点筋、各課題箇所を整理し優先順位を明確4とし, -
効果の高いところについて優先的に対策を実施する 【イメージ①】 (図6 )

対象:渋滞対策や交通事故対策など道路によって生じる問題を解決する施策

②安全･安心な国民生活を維持する観点などから、地域の実情を踏まえ対応すべき
対象を明確化し、その部分に対して集中的に対範を一実施する。 【イメー芝②】 (図7 )

対象:生活幹線道路ネットワークの形成、防災減災対策など安全安心な国民生活を- ‐する

芯ぞ【各施策の重点方針の概要】 (表3 )

取
　
組
む

注)高規格幹線道路については、既に完成した地域とこれから整備する地域ではその整備への要望に
対する意識が大きく異なることから、民営化時と同様の手法を用いて、個別路線ごとに点検を行う。 目

【型園些型玉1 (図8) 由
図 5 政策課題に対して講じる施策の重点方針の基本的考え方

次
に
、
こ
の
政
策
課
題
に
対
し
て
講
じ
る
施
策
の
重
点

方
針
の
基
本
的
考
え
方
及
び
各
施
策
の
重
点
方
針
の
概
要

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

に

( 効果の高此こ め いて優先的fこ対策を実施(例渋滞対策、交通事故対策) J a

課題箇所を課題の大きい順に整理

　　　　　 　優先的に対策を実施

課顕箇所 課題の大きさ

◎◎交差点 ◎◎

0 0交差点 0 0

□□交差点 ロロ

△△交差点 △△

▲▲交差点 ▲▲

××交差点 ××

･ ‘

･ ･

◎◎交差点 ◎◎

☆☆交差点 なし

課
題
の
大
き
さ

大

めき 課題がない箇所

◎0□△A X @ ☆
◎0□△▲×

小
交交交交交交 課題箇所 異変

　　　　 　　
点点

図 6 イメージ①
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あ
な
た
は
、
図
5
の
基
本
的
考
え
方
及
び
各
施
策
の

重
点
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。
(自

由
回
答
)

襲 対応すべき対象を明確化し、その部分に対して集中的に対策を実施(例 防災 防雪対策)〕

条件① 条件②
落石や雪崩等の危険性がある区間 特に国民の生活を支える公共施設や病院などを

集中的に防災･防雪対策を実施

国 7 イメージ②

に 表 3 政策課題に対して講じる施策の重点方針の概要一覧
次
に
、
中
期
計
画
を
効
率
的
･
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に
必
要
と
な
る
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

盤
貝
問
3
】

あ
な
た
は
、
図
9
の
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
ど
う
思
い

ま
す
か
。
(自
由
回
答
)

施策 具体的な堕点方針の都姿

曲溢点的なし ･躍塗翻凰がふ
Kへび>′′7-′7歌豆

すべての空港･港鷹のうち、わが国の国際競争力を強化･維持していくために重要な役割を
担う齪点的な空港･港酒に対して、集中的にICへのアクセス改善を実施していくこととします。

輻糞行支障区間の鯉毀肖
国際物流基幹ネットワ…クのうち、構架の強度やトンネルの高さの問題等により国際標準
コンテナ車が通行上支障となる区間に対して、対策を実施していくこととします。

ヰ霜“ ^n~[希い虎ヴ う〕の
通勤や通学、買い物や救急医滌など日常生活上の支障の程度を考慮して、生活幹線道路のうち、急勾配･急カーブ等により走りにくい道路や車両の進入やすれ違いができない道路等に
対して、地域のネットワークとして機能するよう集中的に対策を実施しようと考えています。縊

波路対策 地域の実情を踏まえ、混雑の発生頻度などに応じ、効果の高いところについて優先的に
対策を実施しようと考えています。

する対策
全国の踏切のうち、長時間遮断機がありていること等により、渋滞が発生している踏切に
対して、対策を実施していくこととします。

酷磁ス虫毀
緊急輸送道路で大規模な地震により通行不能となる恐れのある橋梁のうち、広域支援部隊等が移動するための県庁所在地間を結ぶミ広域的な道路に対して、集中的に耐震対策を実施
しようと考えています。

防災･肪胃対策
幹線道路で落石や土砂崩れ、1也すべり、霊廟などの危険のある区間のうち.国民の生活を
支える公共施設"病院などを結ぶ道路や孤立集落発生の恐れのある道路に対して、集中的に防災.肪雪対策を実施しようと考えています。

亙心な雨街地形ね批 防災上の懸念がある市街地のうち、木造家屋が密集し、大火の危険性が高い地区に対して、集中的に対策を実施しようと考えています。

交葡蕗基双剣凪 幹線道路のうち、死傷事故率の高い区間など事故の多し、区間について優先的に対策を
実施しようと考えています。

一…“↑‐←-脳一屏芦 歩道のない道路のうち、多くの児童が利用するなど、事故の危険性の高い通学路に対して、集中的に対策を実施しようと考えてし、ます。

R沓幅のvの安全▲対衿機
全国の踏切のうち、歩行者や自転車が多く、歩道が狭くなっている踏切な導こ対して、
安全対策を実施していくこととします。

蟯覊臼盆隼掌M“…同日塗斤
大切な資産である道路ストックを長く大事に保全し、安全で安心な道路サービスの提供やライフサイ
クルコストの総裁等を図るため、定期的な点検により、早期に損傷を発見し、事故や架け費え、大規模な修繕に至る前に対策を実施していくこととします。

J位球3髭鰹IE対象
地球温暖化を防ぐため~自動車からの二酸化炭素の排出巖を減らすことや、排出された二酸化炭
素を吸収する樹木を増やすための対策等を実施していくこととします。

大気習船対策 N02、SPM濃度が環境基準を超過し、沿道で大気汚染が発生しているところに対して、大気質対策
を実施していくこととします。

竪音対策 夜間騒音要請限度を超過しているなど沿道騒音の状況が厳しいところに対して、集中的に対策を実施していくこととします。

′くり,アフlj--‘ヒ 高齢者や瞳轡者等が日常生活又は社会生活において利用する駅や官公庁等の施設を結ぶ道路及
び駅前広場に対して、集中的にバリアフリー化を実施しようと考えています。

錨竈は化 中心市街地で人が多く通る道路、歴史的街並みを保存すべき地区の道路、入口が集中する地区で
災害時に物資を輸送するための道路に対して、集中的に無電柱化を実施しようと考えています。

各施策の重点方針の概要は、アンケート調査のホームページ (http://w w .douro kelkaku.ip/)より、閲覧可能。
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中期計画の作成にあたって、高規格幹線道路については、道路関係四公団の民営化時

と同様の｢高速自動車国道の総合評価手法｣注1)を用いて点検を実施

②点検方法

民営化時と同様の｢高速自動車国道の総合
評価手法｣を用いることとし、費用対便益に
加え、外部効果も加味して評価する。

①点検対象区間

高規格幹線道路のうち、民営化時に総合
評価を行った区間以外で、全ての末供用区間
(H19年度末時点)を対象とする。

< 点検対象区間の延長>

高規格幹線道路の延長 約14 ,0 0 o k m
- 民営化時に評価を行った区間の延長 9 , 3 4 2 k m

{ 民営化特に評価を行っていない区間 1 , 7 8 7 k m
のうち平成19年度末までの供用延長
点検対象陸間の延長 約2 , 9 0 o k m

参考:道路関係四公団の民営化時に用いた
｢高速自動車国道の総合評価手法｣の主な流れ

注1)｢高速自動車国道の総合評価手法｣の詳細な内容については、l-ttp:ノン燃w .douro kcikakuJp′pd鍋youka.閲fを参照
注の｢住民生活｣、｢地域社会｣、｢地域経済｣、｢環境｣、｢安全｣などの分野への波及的影響

図 8 高規格幹線道路に関する点検について

0選択と集中による効果的な事業の実施
政策課題を明確こし、地域の実情を踏まえ、効果の高いとこ引こついて優先的に対策を実施するなど、
重点的‘こ取り組みを推進

0 厳格な事業評価の実施とコスト縮減の推進

･事業評価の厳格な運用 ･計画から管理までの総合的なコスト縮減の取り組みと品質の確保

･供用目標や進捗状況の積極的な公表･事業工程の徹底した管理

･技術開発の積極的な推進 など

○既存道路の効率的、効果的な利用
･高速道路料金の引下げの実施 ･路上工事対策の推進 など

0 透明性･公正性の確保
事業のプロセスの透明性の確保
事業の実施こあたって、国民の意見が反映される取り組みの推進 など

0多様な主体との連携
･国、地方公共団体などそれぞれの適切な役割分担のもと、これらの連捌こよる効果的な整備の推進

･地域住民と連携･協働した道路行政の推進 など

図 9 中期計画の推進にあたっての基本的視点

メ8 道行セ 2007.9



あ
な
た
は
、
図
め
･
=
の
構
成
案
等
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
。
(自
由
回
答
)

四

今
後
の
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ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
問
い
か

け
結
果
を
踏
ま
え
て
、
一
〇
月
を
目
途
に
中
期
計
画
の
素

案
を
公
表
し
、
年
内
に
中
期
計
画
を
作
成
し
て
い
く
こ
と

　　　　
殼 o は ぢ

次
に
、
中
期
計
画
の
構
成
案
や
計
画
の
対
象
、
期
間
、

1 策定の趣旨
(背景、策定理由など)

2 計画の基本的な事項 /＼ 、 し、
　 　図 て
　　 　　
ロ ー･
〕

〆者コ
　　 　 　　
) = い

･計画の対象、期間、見直し
･計画の推進にあたっての基本的視点

3 計画において取り組む主な政策課題

4 政策課題に対して講じる施策の重点方針

5 整備目標と事業量
(今回の問いかけを踏まえ、政策課題毎に整理する予定)

注…構成案については想定であり、今回の問いかけ結果などに応じて
る場合もある。

図 10 中期計画の構成案

1 計画の対象
整備目標を達成するため講じる施策には地方公共団体が単独で行う事業も
含まれるが、事業量は国の負担･補助に関する部分を整理する方向で検討。

2 .計画期間
国民の視点に立った分かり易い成果を提示するとの観点を重視し、道路事業の
実施に要する期間も勘案して、概ねTO年とする方向で検討。

& 計画の見直し
社会経済の動向、財政事情等を勘案しつつ、弾力的にその実施を図るとともに、
国民の意見を聴きながら、必要に応じ見直しを行う方向で検討。

図 1 1 中期計画の対象、期間、見直し

｢特に優先度の高い政策｣、｢効率化を進める上で重要な事
項｣について問いかけの開始

4月 ~

とキ アントト意見聴取(~7月鯛) こ 亟 薊 ｢

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
詳
細
は
図
12
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　国民各層

鯛 L 中期計画の素案の公表 r
ペン 引き続き･意見聴取 等 戸マ罰蕗層｢ ｢

年内 L 中期計画の作成 i
図 12 これまでの検討経緯と今後のスケジュール (予定)
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図 1 道路法に定められた車両の一般的制限値

※ ただし、 隣り合う車軸の軸距が 1,3 m 以上、 かつ、 隣り合う
車軸の軸重がいずれも 9,5 t以下のときは 19 t
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BO.000

20.000 ( k ) .一 一一一…… 惟6刃87》W {-…-… "′◆
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事QQDO

60fooo
km

に亭堂淺 朧路 ★高さ指定経路 B費 高さ≠叱誌路 郷 ,. 53,脚
53･900

5厩700

総 HlO Hl- Hl2 Hla H l4 Hl6 H◆5 約17 HlG Hi9
(庄)各年度の4月l日嬢在の挺搜. 年砿

図 2 重さ ･高さ指定道路の延長

表 1 これまでの主な制度の見直し

平成5年度
○重さ指定道路の導入 (総重量 2 0 t→ 2 5 t)
平成 lo年度

○海上コンテナ用セミトレーラの許可限度総重量引上げ

(最大 4 4 t )

平成 15 年度

○バラ積セミトレーラの許可限度総重量引上げ

○スタンション型等セミトレーラの追加

平成 16年度
○高さ指定道路の導入 (車高 3 .8 m → 4 .1 m )

○特殊車両通行許可に関するオンライン申請導入

平成 17年度

○協議手数料の改正 (従来の約3分2に引下げ)

車両の諸元 一般的制限値

幅 2,5m

長さ 12.om

高さ 3.8m (高さ指定道路は4.lm )

重さ

総重量 20.o t (重さ指定道路は25.o t )

軸重 10,o t

隣接軸重
隣り合う車両の軸距が1.8m 未満 18.o t“

隣り合う車両の軸距が1,8m 以上 20.o t珍

輪荷重 5.o t

最小回転半径 12.om

　　　　　　高さ~ 3.8m
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の
寿
命
を
縮
め
る
な
ど
道
路
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
ほ
か
、
時
に
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
社
会
経
済

活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
警
察

機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
指
導
取
締
基
地
に
お
け
る
指
導

取
締
を
定
期
的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
取
締
り
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
①

コ
ン
テ
ナ
型
ト
レ
ー
ラ
や
荷
物
に
シ
ー
ト
を
か
け
て
い
る

場
合
な
ど
、
外
見
上
だ
け
で
は
違
反
の
見
当
が
困
難
で
あ

る
こ
と
、②
指
導
取
締
基
地
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
に
よ
り
、

引
込
む
車
両
の
台
数
に
限
界
が
あ
る
こ
と
、
③
人
手
に
よ

る
計
測
で
は
、
一
合
一
台
の
計
測
に
時
間
を
要
し
、
取
締

り
に
か
け
る
時
間
に
も
制
約
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
携
帯

ノず

　
l 違反事業者の特定 l

　

l 指導警告 l

　　　
　
　

　
　
　

警

㈱

　
　
　
　

　

　　
　　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　

違反車両リストの作成

許可D B
　
　　
　　　　
　
　証　

写真 1 指導取締り基地での取締り状況
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電
話
の
普
及
に
よ
り
、
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
情
報
が

事
業
者
間
で
連
絡
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
定
期
的
な
取
締
り
で
は
、
通
行
車
両
の
通
行

許
可
の
取
得
有
無
や
違
反
の
程
度
な
ど
完
全
な
違
反
実
態

の
把
握
は
困
難
で
あ
り
、
従
来
の
取
締
り
活
動
以
外
の
あ

無許可 38 %

80

図 5 計測判定の結果 (平成 19年 5月 8日~ 10日の全国平均)

604020

両
況
車
状
殊
通
特
交

ら
た
な
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
た

(図
3
)。

五

車
両
重
量
自
動
計
測
装
置
の
導
入

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
車
道
に
敷
設
し
た

重
量
計
測
機
器
等
に
よ
り
走
行
状
態
に
お
け
る
車
両
の
重

量
等
を
自
動
的
に
計
測
し
、
重
量
が
基
準
を
超
え
る
車
両

に
つ
い
て
は
、
許
可
デ
ー
タ
と
照
合
し
、
違
反
車
両
を
特

定
で
き
る
車
両
重
量
自
動
計
測
装
置
を
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。
こ
れ
に
よ
り
、
違
反
車
両
の
通
行
実
態
の
把

握
と
従
来
の
取
締
り
活
動
を
効
率
的
･
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
、
統
一
的
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
て
い

る
。
(図
4
)。

六

違
反
車
両
の
走
行
実
態

平
成
一
九
年
度
の
早
期
に
稼
働
を
始
め
た
二
一
基
の
車

両
重
量
自
動
計
測
装
置
に
よ
る
試
行
的
計
測

(三
日
間
)

結
果
に
よ
る
と
、
許
可
違
反
(許
可
重
量
を
超
え
る
車
両
)

が
五
一
%
、
無
許
可

(許
可
経
路
以
外
の
通
行
を
含
む
)

三
八
%
と
違
反
状
態
で
通
行
し
て
い
る
車
両
が
依
然
と
し

て
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
る

(図
5
)。

七

違
反
車
両
に
よ
る
道
路
構
造
物
へ
の
影
響

道
路
の
舗
装
の
ひ
び
割
れ
や
わ
だ
ち
掘
れ
、
橋
梁
等
の

床
版
の
損
傷
な
ど
の
道
路
損
傷
の
原
因
に
は
、
違
反
状
態

道行セ 2007.9 23
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が
き

劃

ど

き

　
　
　

　

で
の
通
行
が
非
常
に
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
特
に
重
量
超
過
車
両
が
道
路
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
例
え
ば
、
車
両
総
重
量
四
0
t
の
ト
レ
ー

ラ
が
二
倍
の
重
量

(八
0
t
)
で
通
行
し
た
場
合
、
橋
梁

床
版
に
与
え
る
影
響
は
、
一
般
ト
ラ
ッ
ク

(二
O
t
車
)

の
三
万
三
、
O
0
〇
台
が
走
行
し
た
疲
労
と
同
じ
で
あ
り
、

四
0
t
の
ト
レ
ー
ラ
で
走
行
し
た
場
合
と
比
較
し
て
約

四
、
0
0
0
倍
の
交
通
量
と
同
程
度
と
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る

(写
真
2
1
4
、
図
6
)
。

八

他
の
交
通
に
与
え
る
影
響

無
許
可
等
の
違
反
車
両
の
通
行
は
、
死
亡
事
故
な
ど
重

橋梁床板に与える影響は、トレーラの (5軸)の重量が 2倍になると、
20 tのトラック (3軸)の交通量が約4,000倍になった場合と同程度です。

　
　図

時

所

要

日

場

概概 要 :海コン車が高棚上を乗り越えて横
転し、橋脚の横梁上に車両が落下。

場 所 :首都高速道路 4号線

摘 要

日

海高

線

を
日

頁

号
近

上
膊

壯

4
付

欄
罷

背

α

路
ブ

高
垪
0

5

道

一

が
触
亡

時

速
力

車
翻
死

1
5

高
堀

ン
薪
手

可
道

い
は
路
路
道

成
前

都
慶

コ
し
転

許
談
な

平
午

首
弁

海
転
遷

無
当
き

コンを許可で

　
セ一丁

　
　

写

“

写真4 橋の裏面の様子 (床板)



大
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
ま
た
、
散
乱
し
た
大
量
の

積
荷
や
車
両
の
撤
去
作
業
の
た
め
、
長
時
間
の
通
行
規
制

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
経
済
活
動
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
る

(写
真
5
･
6
)。

九

道
路
法
違
反
者
へ
の
厳
格
な
対
応

こ
れ
ま
で
も
、
死
亡
事
故
等
重
大
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
に
は
刑
事
告
発
及
び
許
可
取
消
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
違
反
者
か
ら
は
、
“違
反
し
て
も
見
つ
か
ら

な
い
"
と
の
声
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
車
両
重
量
自
動
計
測
装
置
の
計
測
結
果
を
も
と

に
、
違
反
実
態
の
把
握
が
容
易
に
な
る
と
と
も
に
、
違
反

事
業
者
へ
の
指
導
警
星
ロを
行
い
つ
つ
、
常
習
と
し
て
違
反

を
繰
り
返
す
悪
質
な
事
業
者
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
違
反
事

業
者
に
対
し
て
厳
格
な
対
応
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
o

=○

お
わ
り
に

現
在
、
車
両
重
量
自
動
計
測
装
置
の
計
測
結
果
に
基
づ

き
、
違
反
車
両
の
通
行
実
態
を
把
握
し
、
違
反
の
傾
向
等

を
調
査
･
分
析
を
行
い
、
違
反
事
業
者
へ
の
処
分
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

違
反
事
業
者
の
指
導
取
締
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　ロー　75
号

大阪府大阪市城東区

　
　
　

1
6

国

成
前

般

平
午

一

し
含

で

ト
を

可

に
制

午

-
規

o

を

バ
側
制

ン

ク
片
規

海

ッ

0
行

　

　
突
通

高

チ
衝
の

背

の
が

間

m
台
時

よ

8

荷
8

路

3

の
約

可
道

さ

ラ

、

許
該

高
-
め

無
当 は
路
路
道

可
道
い

許
該
な

無
当
き

時

所

要

要

日

場

概

摘
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土
佐
の
女
達
が

“
地
方
の
道
“
を
熱
く
語
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

j
原
宿
表
参
道
元
氣
祭

『ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
2
0
0
7
"よ
さ
こ
い
広
場
“』
;

壯鑑
整
塔癜誠
盧譲
賤
認

松
本
英
治

贓

背
景

東
京
な
ど
中
央
か
ら
見
た
時
、
地
方
の
道
路
整
備
は
交

通
量
が
少
な
い
の
で
無
駄
で
あ
る
と
か
、
特
定
の
も
の
の

利
益
の
た
め
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
批
判
的
な

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
高
知
県
で
は
公
共
交
通
が
十
分
に
発
達
し
て
い

な
い
た
め
、
車
が
唯
一
の
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
峻
な
地
形
や
東
西
に
長

い
地
形
な
ど
の
理
由
か
ら
、
道
路
整
備
が
大
き
く
遅
れ
て
お

り
、
大
雨
や
落
石
等
に
よ
る
通
行
止
め
が
至
る
所
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
す
る
上
で
、
最
も
根
幹
と
な

る
安
心
や
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
県
内
道
路
整
備
に
つ
い
て
危
機
感
を
持
っ
て
い
る

女
性
六
人
が
結
集
し
、
東
京
を
始
め
、
都
会
の
人
た
ち
に
地

方
の
道
路
の
実
状
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
地
方
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
た
い
と
思

い
、
今
回
の
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
2
0
0
7

"よ
さ
こ
い
広

場
“
に
参
加
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

三

晝
佐
"は
ぢ
者
ん
"
連
合
の
結
成
と

初
め
て
の
大
都
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

土
佐
"は
ち
き
ん
“
連
合
の
初
め
て
の
活
動
の
舞
台
は
、

八
月
二
五
~
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い

2
0
0
7

"よ
さ
こ
い
広
場
“
で
す
。

"ば
ち
き
ん
"
と
は
、
女
性
の
は
つ
ら
つ
さ
を
、
行
動
、

思
考
、
容
姿
の
面
で
極
端
に
発
揮
し
た
行
動
的
、
か
つ
魅

力
的
で
活
発
な
女
性
の
こ
と
を
表
す
土
佐
の
言
葉
で
す
。

土
佐
"は
ち
き
ん
“
連
合

容
云長
…
西
岡
和
)
は
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
結
集
し
た
高
知
県
内
の
六
人
の
女

性
達
で
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
る
分
野
は
違
い
ま
す
が
、

日
頃
か
ら
整
備
の
遅
れ
て
い
る
高
知
県
の
道
路
に
つ
い

て
、
人
一
倍
熱
い
想
い
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
で
す

(写

真
1

･
2
)。

会
場
で
は
、
高
知
県
の
道
路

(地
方
の
道
路
)
の
実
状

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
パ
ネ
ル
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
会
の
人
た
ち
が
、
地

方
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
を

知
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
P
R

を
か
ね
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
高
知
県
の
特
産
品

(｢四
万
十
の
水
｣
等
)
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た

(写
真

3
1
6
)
0

三

高
知
県
の
道
路
事
情

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
踊
り
子
隊
た
ち
が
躍
動
感
溢
れ

る
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
迫
力
に

負
け
じ
と
、
"は
ち
き
ん
"
連
合
も
熱
い
想
い
で
、
都
会

26 道イテセ 2007.9



　　　　
　　
　
　
　
{

う
皆

　　　
　

　　　
　
　　

　　
　
濃
鋲

　　　　
　　
　　　
　
　 写真 1 野外ステージでのよさこい踊り

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
高

知
県
の
道
路
の
実
状
を
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
一
生
懸
命
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
都
会
の
人
達
も
、

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
彼
女
た
ち
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
い

.

て
保

　　
　

　

　
　　　

　
　
　

　

ル展示
写真3 高知県内の道路についての

る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

1

四
国
8
の
字
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

四
国
四
県
を
結
ぶ
将
来
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

｢
8
の
字
｣
型
を
し
て
い
る
の
で
、
｢
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
｣
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
三

県
に
比
べ
て
高
知
県
は
、
ま
だ
ま
だ
未
整
備
区
間
が
多
く

の
こ
り
、
災
害
や
緊
急
時
の
ル
ー
ト
の
確
保
、
観
光
や
産

業
振
興
、
地
域
間
格
差
の
是
正
の
た
め
早
急
な
整
備
が
望

ま
れ
て
い
ま
す

(図
1
)。



囲津波による浸水

ツ ー "‐
を結ぶ糟寮の高速ネットワークの輻称で
トワークを『8の字｣ 型にすることから
れた愛称です。

‘と

べy′　　

一
糟
ク
称

　
　
　
　

　

ワ
ぶ
一
愛

ト
結
ワ
た

き

道

　　　　
　　
　

　
　
　
　

　

　

　　
　
　

　

　

　　
　

　

　

　　
　　
　

宇
4
ネ
け

の
国
路
付

図

8
四
道
名

　

　

四国 8 の字ネットワーク

う3図

2

｢命
の
道
｣

高
知
県
の
東
部
、
西
部
共
に
幹
線
道
路
は
海
岸
沿
い
を
通

る
国
道
が
一
本
し
か
な
く
、
今
後
必
ず
起
こ
る
と
さ
れ
る
、

南
海
地
震

(M
鮒
)
時
に
は
、
津
波
の
発
生
で
、
こ
の
国
道

が
分
断
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
｢命
の
道
｣

と
し
て

冒
凍
首
各
べ
色
寸
･、

.

ヌ
2

o

3

大
雨
や
災
害
に
よ
る
通
行
止
め

高
知
県
は
中
山
間
の
道
路
が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
、
大
雨
や
台
風
時
に
は
道
路
が
通
行
止
め

と
な
り
、
学
校
や
勤
務
先
か
ら
帰
れ
な
く
な
り
ま
す
。
平
成

一
七
年
度
に
は
、
高
知
県
が
管
理
す
る
一
九
六
路
線
の
、
お

よ
そ
半
分
の
九
六
路
線
が
通
行
止
め
と
な
り
、
延
べ
通
行
止

め
時
間
は
約
一
五
、
0
O
0
時
間
に
も
な
り
ま
し
た
(図
3
)。

4

地
域
の
実
状
に
あ
っ
た
道
路
整
備

7

高
知
県
の
中
山
間
の
道
路
は
、
狭
く
見
通
し
も
悪
い
カ
ー

2

ブ
が
多
い
の
で
、
行
き
違
い
も
困
難
で
す
o
三
車
線
の
整
備

虎

で
は
、
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
る
の
で
、
地
域
の
実
情
に
あ

道

っ
た
一
･
五
車
線
的
整
薦

ハ
ー
ド

と
、

、偏愛釧酬
贓

紗繃鯰熟跡

郡錢仲鍼那

竪文端裔鞠



援
シ
ス
テ
ム

(ソ
フ
ト
)
で
整
備
し
、
地
域
の
サ
ー
ビ
ス

四

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

都
会
の
人
が
、
地
方

(高
知
県
な
ど
)
の
道
路
整
備
に

〆在 き"、 ,々 ん ‘ゞ " , き へ 曲鰤蠅聽
＼

費鴎もョ函ト滋飜岬u腱乳こめ売地地鮨“嚢壊に篝き授的窓富轉的雌圏!̂ ｢鉾魚中山圀及藷国籤撃沈華ムき史浮勢かで饑噛転地鱈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

向 ソ
上 フ

　　
め で
て
い
ま
す

(図
4

8 kなしつき、ても

1
嚢灘朧醗騒 ぎ蝋な鷲壤圓

図 4

≦鷲終ぞ
　
　

　

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
総
数
一
、
六
九
〇
八
も
の

方
々
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で

首
都
圏
の
方
か
ら
、
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
問

1
;
4
の
と
お
り
で
し
た
。

写真7 パネルやパンフレットを使って地方の道路を熱く語る “はちきん" 連合の皆さん

戸 なシメ
き

写真8 真剣にアンケートに参加していただいた部会の人たち
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《アンケート調査結果の概要》
地域間格差の是正のために地方の道路が必要と考えている方は 77 %。全体の 48 % の方が無駄が多いとは考えていませ
んでした。
また、地方の道路整備を進める上で重要なことは、 ｢大雨、地震に備えた道路整備｣ ｢周辺の景色や自然環境に配慮し
た道路整備｣ ｢歩行者や自転車のための道路整備｣ があげられています。

= 首都圏の 1 ,5 0 7 人に聞きました (東京都 : 961人 神奈川県 評 87人 埼玉県 : 238人 千葉県 コ 2I人) =

g間 1》地方の道路は、無駄が多いという意見がありますが、あなたはどう思われますか ?
①無駄が多いとは思わない ②無駄が多いと思う ③わからない (どれか 1つを選択)

【首都圏在住1 1,507人

首都圏出身 盤W訊 命 釀藁鱸鬘圓
(838人)

雌 7J-- ② 44 %

首都圏以外出身 剛鬮鬮

(627人)
雌 -, ② 37 %

※ 出身地未回答者 42人

l大都会の人でも、 ｢①無駄が多いと思わない｣ との回答が、 ｢②無駄が多いと思う｣ を上回っている。 また、 出身 i

l地別では、 首都圏出身者より首都圏以外の出身者が ｢①無駄が多いと思わない｣ を 1 0 % 以上も上回っている。 i

《問 1で②と答えた方》無駄と感じている理由は何ですか ?

A これ以上の地方の道路整備は、必要ないと思うから
B 利用者が少なくて、道路整備の効果が小さいから
C 建設業者のために、道路工事をしていると思うから
D マスコミが無駄が多いと言うから
E その他

【首都圏在住】 612人

E 60 A 9 %
D 5 %

首都圏出身 ･ 轉繍獺縦燃溺鱗獺綾朧朧囃饗礬聽凋
　(363人) -霧

B 36 %

E 4 %

D 3 %

首都圏以外出身 鬮 嶬嚢灘鬘嶬嚢壤醸議簾(227人)
B 35 %

※ 出身地未回答者 15人 理由選択未回答者 7人

l無駄と感じている意見では、 誤解のためか ｢C ｣ が最も多く、 次いで ｢B ｣ となっている。 地方で暮らすための l

;必要最小限の道路がまだ出来ていないことを、 大都会の人に、十分伝えきれていないからだと思われる。

i出身地別も同様の傾向である。

g間 2 1 私たちは地域間格差の是正のためにも、遅れている道路整備は必要と考えていますが、あなたは

どう思いますか ?

①賛成 ②反対 ③わからない (どれか 1つを選択)

【首都圏在住】 1,507人

首都圏出身 鱸窯 鰯
(838人)

釀 .-, k

② 4 %
首都圏以外出身 囃鱗灘臟囃鰯鶴

(627人) 雌 ･--

※ 出身地未回答者 42人

!大都会の人でも、 4 人の内 3 人以上が、地域間格差の是正のために地方の道路整備が必要だと考えている。
-

!出身地別についても、同様の傾向がある。
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《間 3》あなたは地方の道路整備を進める上で、 特にどのような点に配慮すべきと思いますか ?
(どれか 1つを選択)

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

今ある道路の維持管理 (舗装や橋の修繕など)
大雨 ･地震に備えた道路整備
通勤 ･通院などで日常的に利用する道路の整備
歩行者や自転車が安心して通れるための歩道の整備
産業振興のための道路整備
観光地へのアクセス道路の整備
交通事故対策や渋滞解消のための道路整備
周辺の景色や自然環境に配慮した道路整備
わからない、 関心がない

【首都圏在住】 1,507人

⑧ 16%
⑨ 0 % 首都圏出身 剛 ② 24 %(838人)

⑥ 4 % 7 8 % 9 1 %⑥ 4 % ⑦ 8 % ⑨
　 　 　　　 　　　 　　　

6 8 %

⑥ 5 % ⑦ 9 % ⑨

② 22 %　
　 　　 　　

　 　　　　
⑦ 9 00 ゞ

⑥ 8。
＼ U U" ② 23 % 首都圏以外出身 釀 ② 22 %

⑤ 4。朧
踵
聽箒

(627人)

⑥ 5 % ⑦ 9 % 9 0 %

⑥ 8 %

※ 出身地未回答者 42人

l大都会の人は、地方
!環境への配慮、④の

l意見が多い。出身地

然 l

の!
大都会の人は、地方の道路整備で配慮すべき点として、②の自然災害の対策が最も多い。次いで⑧の景観や自然
環境への配慮、④の歩行者や自転車のための整備、① ･③の日常的に利用する道路の整備や維持管理の必要性の
意見が多い。出身地別も同様の傾向である。

《問4》地方の道路整備に関する意見 (抜粋)

く肯定的な意見)
･その地方だけでなく、他の都市 (東京など) に情報を流してほしい。今日ここに来るまで、地方の道路整備が
こんなに大変だとは知らなかった。 (東京都在住 40代女性)
･天気によって通行止めになる道路が多い。せっかく遊びに行っても観光地に行けないのは残念だ。

(神奈川県在住 30代女性)
･災害対策をきちんとして安全に走れる道路をつくってほしい。 (神奈川県在住 20代女性)

･首都と地方の格差は広がる一方です。地方の住民のための道路整備は必要です。 (埼玉県在住 40代女性)
く否定的な意見)
･ハード的な道路整備だけをしてもソフト的な産業振興 ･育成をしなければ意味がない。 (東京都在住 40代男性)
･国や地方の借金を減らすためにも、これまでのような開発 ･道路建設は方向転換の時期に来ている。

(東京都在住 30代男性)
不便ゆえに自然が保たれる面もあり、土建行政はやめるべきだと思う。 (埼玉県在住 3 0代男性)

土
佐
"は
ち
き
ん
“
連
合
も
今
回
の
活
動
を
と

お
し
て
、
都
会
の
人
に
高
知
県
の
道
路
の
実
状
を

話
し
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
今
後
も
、
地
方
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
、
都
会
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
で
し
た
が
、
大

き
な
事
故

･
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
猛
暑
の

中
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中 関 こ き な 備 と 話 お】 ◆ - ‐ ･ T し 快 た も さ ス係 と な 初 け の に し し 土 た く が = こ に 午 五
. 者 が 事 め れ 必 気 て て 佐 o ァ 、 0 い よ 後 一
･′ の 出 次 て ば づ み 、 ン た o を り 五

五

お
わ
り
に

午
後
五
時
三
0
分
の
イ
ベ
ン
ト
終
了
の
ア
ナ
ウ
ン

さ
こ
い
広
場
"
は
、
終
了
し
ま
し
た
。
二
日
間
と

も
三
0
℃
を
超
す
猛
暑
の
中
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

快
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

き る ‐ は く 堝 、

　　 　
パ 分 に

ば
口 県
ム
カ
場
で ま こ

　　

　　　　　　　　　　 　　　　　
お の た る 大 か 整 こ を と
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呼
戚
一
九
年
度
『逍
幡
防
災
週
間
』
⑭
実
施
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
･
防
災
課
道
路
防
災
対
策
室

一

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
毎
年
八
月
二
五
日
か
ら
三

一
日
ま
で
の
一
週
間
を
｢道
路
防
災
週
間
｣
と
位
置
付
け
、

国
土
交
通
省
、
各
地
方
整
備
局
及
び
北
海
道
開
発
局
、
内

閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
を
中
心
に
、
都
道
府
県
、
政
令
指

定
市
、
各
高
速
道
路
㈱
等
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
道
路
防

災
に
関
す
る
講
演
会

･
パ
ネ
ル
展
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
防
災

訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
及
び
国

民
の
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
｢災

害
に
強
い
道
づ
く
り
｣
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
広
報
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。

三

平
成
攣九
年
鹿
『道
路
防
災
週
間
』
テ
ー
マ

現
在
、
橋
梁
の
耐
震
補
強
や
法
面
対
策
な
ど
道
路
の
防
災

対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
一
人
年
度
は
、

梅
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
、
平
成
一
九
年
能
登
半

島
地
震
な
ど
、
全
国
各
地
で
様
々
な
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、

平
成
一
九
年
度
も
、
梅
雨
前
線
及
び
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害

が
各
地
で
発
生
し
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
お
い
て
も
道
路

に
関
す
る
被
害
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
道
路
の
安
全

性
を
高
め
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
首
都
直
下
地
震
応
急

対
策
活
動
要
領
が
策
定
さ
れ
、
平
成
一
九
年
六
月
に
は
国

土
交
通
省
業
務
継
続
計
画
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
道
路
管

理
者
と
し
て
も
災
害
時
に
お
け
る
体
制
の
強
化
が
一
層
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
一
九
年
度
の
道
路
防

災
週
間
は
、
国
民
や
道
路
管
理
者
の
防
災
意
識
の
向
上
、
安

全
な
道
路
と
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と

を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
、
全
国
各
地
で
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
、
実
施
し
た
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

1

広
報
活
動

道
路
防
災
の
現
状
や
重
要
性
に
つ
い
て
、
講
演
会
、
パ

ネ
ル
展
等
に
よ
り
、
道
路
利
用
者
を
始
め
、
広
く
一
般
市

民
へ
道
路
防
災
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
実
施
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
広
告

記
事
、
H
P

(け
者
ミ
モ
モ
モ
日
誓
釣
o
L
ミ
5
温
ご
o
の巴
ご
8
の巴

趨
こ呉
営
＼目
Q実
官
日
･
等
を
通
じ
て
、
道
路
防
災
週
間
の

実
施
を
P
R

(図
ー
、
写
真
1
,
3
)。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

邁聾熟議鮨艶誕藝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　　

図 2 道路防災講演会ポスター‐鴬

三
好

真
紀

氏

“

北

講
演
2
…
『災
害
時
の
意
志
決
定
-
情
報
共
有
と
想
像
力
』

東
洋
大
学
社
会
学
部
社
会
心
理
学
科
教
授田
中

淳

氏

セ

パ
ネ
ル
展

行道

主

催
…
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、
札
幌
市
、
東
日
本

道路防災パネル展
(国土交通省道路局)

高
速
㈱
北
海
道
支
社

写真5 パネル展の様子 (北海道)

◆
道
路
防
災
講
演
会

日

時
…八
月
二
八
日

(火
)
一
三
…
三
〇
~

一
六
…
二
〇

場

所
…建
設
交
流
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
(大
阪
市
西
区
)

｢道
路
防
災
対
策
の
現
状
と
展
望
｣
と
題
し
て
、
今
後

の
道
路
防
災
の
展
望
に
つ
い
て
、
道
路
防
災
ド
ク
タ
ー
に

よ
る
講
演
会
等
を
実
施

(写
真
6
･
7
)。

写真 3 横断幕による広報
(北海道開発局留萌開発建設部)

写真 2 道路情報板による広報
(中部地方整備局多治見砂防国道事務所)

“讓
滋

嫡
榊
鬘
蝨
朧
麟
蝋
講
演
,
…
『斜
面
'
る

マ
“

‘
'
ト
と
防
災
』

写真 4 道路防災講演会の様子 (北海道)

写真 6 道路防災講演会の様子
(大阪市)

京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院
教
授

大
津

宏
康

氏

◆
道
路
防
災
講
演
会
･
パ
ネ
ル
展
開
催

日

時

“
八
月
三
一
日
(金
)
一
四
…
0
0
~

一
七
…
0
0

場

所
…
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

(札
幌
市
)

道
路
防
災
と
情
報
共
有
、
市
民
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
講

罧

演
会

･
パ
ネ
ル
展
を
実
施

(図
2
、
写
真
4
.
5
)。

凝

講
演
1
…

鏑

『災
害
に
強
く
な
る
い
ま
ど
き
天
気
予
報
と
防
災
週
間
』

働
日
本
気
象
協
会
北
海
道
支
社

気
象
予
報
士



写真7 パネル展の様子

講
演
2
…

『近
年
の
斜
面
災
害
事
例
と
傾
向
』

福
井
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
建
設
工
学
科
教
授

荒
井

克
彦

氏

パ
ネ
ル
展

主

催
…国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部

2

防
災
訓
練
の
実
施

災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
災
情
報
の
迅
速
か
つ
的
確
な

情
報
収
集
･
伝
達
、
道
路
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
及
び
速

や
か
な
復
旧
対
策
の
実
施
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

規
模
災
害
を
想
定
し
た
非
常
参
集
訓
練
の
実
施
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
関
係
機
関
を
含
め
た
被
災
情
報
の
収
集

･

伝
達
訓
練
、
バ
イ
ク
調
査
隊
訓
練
等
を
実
施
。

◆
合
同
防
災
訓
練

中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
事
務
所
で
は
、
台
風
被
害

に
伴
う
国
道
の
一
部
被
害

･
全
面
通
行
止
を
想
定
し
た
訓

練
を
実
施

(写
真
8
)。

目

的
…度
重
な
る
台
風
の
通
過
に
よ
り
沿
岸
部
の
国

写真8 広島国道災害対策室
での訓練の様子

道
で
は
、
高
波
･
越
渡
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
、
地
域
の
生
活
道
路
で
も
あ
る
国
道
の
随

所
で
通
行
止
め
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
も
同
様
の
状
況
を
懸
念
し
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と

で
地
域
へ
の
影
響
を
少
し
で
も
回
避
す
る
こ

と
を
目
的
。

内

容
…情
報
伝
達
訓
練
、
C
C
T
V
画
像
情
報
の
共

有
化
、
事
前
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
訓
練

実
施

日
…
八
月
三
一
日

(金
)

参
加
機
関
…中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
事
務
所
、
広
島

維
持
出
張
所
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
、
広
島

県
各
地
域
事
務
所
、
大
竹
市
、
廿
日
市
市
、

呉
市
、
坂
町
、
東
広
島
市
、
竹
原
市

3

防
災
点
検

災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
道
路

管
理
者
に
よ
る
点
検
を
重
点
的
に
実
施
し
、
ま
た
、
災
害

時
に
お
い
て
、
情
報
収
集
･
提
供
装
置
等
道
路
防
災
に
係

る
シ
ス
テ
ム
が
的
確
に
稼
働
す
る
た
め
の
情
報
機
器
の
点

検
、
防
災
資
機
材
の
点
検
を
実
施

(写
真
9
5
=
)。

法枠の浮き上がりの拡大、擁壁の
クラックの進展等に着目して点検
を実施 (国道 1号)
(中部地方整備局浜機可il国道事務所)

法枠の浮き上がり、損傷、
クラックの発生等に着目して
点検を実施 (国道 156号)
(中部地方整備局岐阜国道事務所)

n
v
リ
ノ
卿
汐
写
コ

1 トンネル非常施設点検の実施 (北海道開発局帯広開発建設部)　

　

真

呵

写

2微道　　



写真 12 会場の様子

4

各
地
イ
ベ
ン
ト

◆
道
の
駅

｢ス
ペ
ー
ス
･
ア
ッ
プ
ル
よ
い
ち
｣
に
て
、
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間

｢ま
る
ご
と
し
り
べ
し
-
｣
の
イ
ベ
ン
ト

と
併
せ
て
防
災
パ
ネ
ル
展
等
を
実
施

(写
真
複
i
姫
。

日

時
…
八
月
二
五
日

(土
)

場

所
"
道
の
駅

｢
ス
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
ル
よ
い
ち
｣

参
加
機
関
"
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
、
N
E
X

C
0
、
余
市
町
、
小
樽
土
木
現
業
所
余
市
出

張
所
、
管
内
道
の
駅

防
災
パ
ネ
ル
展
の
ほ
か
、
降
雨
体
験
施
設
に

よ
り
豪
雨
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
豪
雨
災

害
認
識
の
一
助
と
す
る
。

容

内

写真 l4 パネル展の様子

◆
小
学
生
に
よ
る
一
日
出
張
所
長

日

時
"
八
月
二
人
日

(火
)

内

容
…中
部
地
方
整
備
局
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

で
は
、
地
元
小
学
生
が
一
日
出
張
所
長
と
し

写真 16 危険箇所の点検説明
(法面崩落箇所:対策済)

1 7 ｢道路防災に関する説明｣
及び ｢意見交換会｣

　　　　　　

　　　
　
　　　　　　
ぬ

て
、
日
常
の
現
場
の
道
路
管
理
業
務
の
経
験

を
通
じ
て
、
道
路
管
理
者
の
取
組
み
、
ま
た
、

防
災
意
識
の
向
上
を
は
か
る

(写
真
16
･

g
o

◆
道
路
フ
ェ
ス
タ
m
高
知

(写
真
18
1
針
)

《
メ
イ
ン
テ
ー
マ
》

｢考
え
よ
う
や
あ
し
ら
あ
の
道
｣

(土
佐
弁
で

｢考
え
て
み
よ
う
私
た
ち
の
道
｣)

《
サ
ブ
テ
ー
マ
》

｢突
然
や
っ
て
く
る
地
震
や
豪
雨
に
備
え
て
｣

日

時
"
八
月
二
〇
日

(月
)
~
八
月
二
六
日

(日
)

場

所
…
イ
オ
ン
高
知
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

概

要
…地
震

･
防
災
パ
ネ
ル
展
、
ビ
デ
オ
上
映
、
土

石
流
体
験
3
D
シ
ア
タ
ー
、
市
民
参
加
型
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
開
催
。

参
加
機
関
"
四
国
地
方
整
備
局
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛

道キテセ 2007.9 35

　
　
　

き
套
¥

写真 18 道路防災フェスタin高知

5 N E X C O ブース



媛
県
、
高
知
県
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国

支
社
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱

写真 20 ラジコンで道路復旧

◆
防
災
フ
ェ
ア

(写
真
を

日

時
…
八
月
三
一
日

(金
)
~
九
月
二
日

(日
)

場

所
…沖
縄
県
北
谷
町

写真 2 2 災害対策用機械展示の様子

36 道行セ 2007.9

参
加
機
関
…沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
N
E
X
C
O

内

容
…災
害
対
策
用
機
械
の
展
示
･
説
明
会
を
通
じ

て
、
県
民
や
道
路
管
理
者
の
防
災
意
識
の
向

上
、
自
治
体
防
災
関
係
者
の
災
害
対
策
用
建

設
機
械
利
用
促
進
を
図
る
。

霊

誇
わ
り
に

道
路
は
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
社
会
活
動
を
支
え
る

最
も
根
幹
的
か
つ
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
･
信
頼
性
の
高

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
震

･
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
対
し
て
、

地
域
の
孤
立
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
発
災
後
の
応
急
活
動
を

迅
速
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

や
道
路
利
用
者
に
対
し
て
も
交
通
規
制
等
、
生
活
と
の
関

わ
り
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

こ
の

｢道
路
防
災
週
間
｣
を
通
じ
て
、
｢災
害
に
強
い

道
づ
く
り
｣
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
理
解
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

写真 19 道の井戸端会議 (ワークショップ)

写真 2l 高所作業車乗車体験



朧
麗
覇
鶴
圈
露
図
剛
#

事
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
つ
い
て
◆

唾棄行事鼈⑭報告
課　　　　

『週睡ふれ謳い月間』と

幽

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
愛
護
精
神
の
涵
養
や
道
路
の

幽
正
し
い
利
用
方
法
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

雫

月
を
露

ふ
れ
あ
い
月
間
｣
と
し
て
い
ま
す
0

鬮

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
中
は
、
道
路
を
利
用
さ
れ
て

鬮
い
る
皆
様
が
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
や

國
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
国
土
交
通

幽
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
関
係
機

幽
関
･
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
に

鬮
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行

鬮
事

･
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

鰡

ま
で
の
幅
広
い
層
に

人
と
道
路
と
の
関
わ
り
を
深
め
て

幽
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
o

鬮

こ
の
た
め
に
、
道
路
利
用
者
が
多
く
集
ま
り
、
か
っ
地

圓
域
の
情
報
を
発
信
で
き
る

｢道
の
駅
｣
等
の
活
用
に
努
め

圓
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
o

　幽

拳
『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

圓

推
進
標
語
に
つ
い
て
臺

『道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。

へ
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、

美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
〉』

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
一
九
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

推
進
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
過
去
最
高
の

五
、
九
一
一
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
井
愼
平
さ
ん

(写
真
家
)、
残
間
里
江
子
さ
ん

(プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)、
陣
内
貴
美
子
さ
ん

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
･
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)
、
山
田
美
保
子
さ
ん

(放
送

作
家

･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
の
四
氏
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞

一
点
、
優
秀
賞
四
点
、
優
良
賞
四
点
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
標
語
は
、
本
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ

等
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

道イテセ 2007.9 37

(平
成

一
九
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

推
進
標
語
入
選
作
品
〉

鬮
最
優
秀
賞

｢ま
た
明
日

元
気
に
会
お
う

こ
の
首
で

こ
の
道
で
｣

西
澤?

実
月
さ
ん

圏
優
秀
賞

○
一
般
の
部

｢
い
い
道
路

ま
ち
に
人
呼
ぶ

活
気
呼
ぶ

活
気
呼
ぶ
｣

北
谷

息
づ
か
い
｣

山
野

知
亜
さ
ん

｢道
路
か
ら

聞
こ
え
る
町
の

山
野

大
輔
さ
ん

○
学
生
の
部

｢ふ
る
さ
と
に

続
く
こ
の
満

た
か
ら
も
の

続
く
こ
の
道

｢
つ
な
が
る
ね

ぼ
く
ら
の
未
来
の た
か
ら
も
の
｣

坂
井

泰
法
さ
ん

の

道
し
る
べ
｣

中
村

浩
明
さ
ん



團
優
良
賞

○
一
般
の
部

｢今
こ
こ
に

道
が
あ
る
か
ら

あ
る
未
来
｣

寺
前

秀
紀
さ
ん

｢こ
の
道
は

次
の
世
代
も

通
る
道
｣茂木

義
男
さ
ん

○
学
生
の
部

｢う
れ
し
い
な

い
ろ
ん
な
笑
顔
に

あ
え
る
道
｣

本
石

澪
人
さ
ん

｢す
て
な
い
で

心
の
道
を

よ
ご
し
ち
ゃ
う
｣

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
お
い
て
、

平
成
一
九
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
の
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
遠
路
よ
り
表
彰
式
に
参
加
さ
れ
た

最
優
秀
賞
の
西
澤
実
月
さ
ん
、
優
秀
賞
の
山
野
大
輔
さ
ん

に
は
、
中
央
行
事
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
来
場
者
が
見
守
る

中
、
原
田
道
路
局
次
長
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
審
査
員
の
山
田
美
保
子
さ
ん
、
｢
一
日
道
の

駅
六
本
木
｣
駅
長
の
眞
鍋
か
を
り
さ
ん
か
ら
は
楯
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

　

　

　

　　

　

　

'

･

わ

　

　
　

　

　
　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　

　　

　

　
　

　

　盛況に行われたステージイベント

『適の圓｣ 藁実行事
木
通
り
･
祝
田
通
り
)
な
ど
の
歩
道

(総
延
長
約
九

･
九

蝿
)
を
一
斉
に
清
掃
す
る
行
事
で
す
。

当
日
は
朝
か
ら
の
猛
暑
の
中
、
約
一
、
O
0
O
名
が
参

“

加
し
、
箒

･
熊
手
等
を
手
に
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

2セ

な
ど
の
ゴ
ミ
を
熱
心
に
拾
い
集
め
、
植
え
込
み
の
雑
草
を

行

取
り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
す
と
と
も
に
出
勤
途
中
の
方
々

道

な
ど
に
道
路
の
美
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

3

名産品が販売された全国 ｢道の駅｣ 物産展

小
蕎

優
奈
さ
ん

を

『オ
フ
イ
ス
衛
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
7
』

に
つ
い
て
學

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
お
け
る
行
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
八
月
七
日

(火
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
、
国
土

交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方

整
備
局
主
催
に
よ
る

｢オ
フ

ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2

0
0
7

(霞
ヶ
関
官
庁
街
等

道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
霞
ヶ
関
の
官
庁

や
周
辺
の
会
社
等
に
勤
務
し

て
い
る
方
々
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
り
、
国
道

一
号

(桜
田
通
り
)、
国
道
二
〇
号

(内
堀
通
り
)、
都
道

(六
本

沙
推
進
標
語
表
彰
式
に
つ
い
て
蔓

八
月
四
日

(土
)
に
東
京
都
港
区
･
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア

　

　　

　　

　
　

　

灘
ぎ
ぼ
く

長
さ

、

次
り

原田道路局次長、

霞ヶ関官庁街の道路清掃

　道鍋田眞　　
　　
　
　

　
　
　
　

　

,

ヲ

(
美

　
　



繍
臟
事
業
等
瀞
藁
実
嚢
讓
薹
◎
&
▲

本
誌
の
読
者
の
皆
様
は
、
実
務
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る

｢補
助
事
業
｣
に
関
連
し
た
事
案
に
接
す
る
機
会
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
補
助
金
等
は
そ
の

交
付
の
根
拠
法
で
あ
る

｢道
路
法
｣
や

｢交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
｣
な
ど
の
ほ
か
に
、

交
付
の
手
続
法
で
あ
る

｢補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
｣
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
実
務
は
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
事
業
等
の
種
類
に

よ
っ
て
差
異
が
あ
り
、
実
務
担
当
者
を
悩
ま
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
、
実
務
担
当
者
が
日
常
経
験
す
る
疑
問
等

に
Q
&
A
形
式
で
応
え
、
実
務
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
連
載
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
読
者
の
皆
様
も
日
頃
実
務
で
気
に
な
っ
て
い
る
疑
問

点
な
ど
が
あ
れ
ば
、巻
末
の
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

で
き
る
限
り
関
連
し
た
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
『内
定
通
知
と
そ
の
変
更
手
続
き
』
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

髯
の
C
m
の
作
百
コ
薹

一
内
定
変
更
手
続
き
を
必
要
と
す
る
の
は

ど
の
よ
う
な
場
合
か
?

-

　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
等
の
交
付
申
請
は
、
原
則
的
に
は
補
助
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
事
業
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に

基
づ
き
、
そ
の
必
要
箇
所
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
額
を
任

意
に
申
請
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
国
の
補
助
金
等
に
は
、

予
算
上
の
制
約
も
あ
り
、
す
べ
て
の
要
望
箇
所
及
び
要
望

額
を
満
足
さ
せ
る
交
付
決
定
は
不
可
能
で
あ
る
。従
っ
て
、

新
年
度
開
始
後
に
膨
大
な
実
施
計
画

(設
計
)
書
等
の
必

要
書
類
を
整
え
て
申
請
を
受
け
、
こ
れ
を
相
当
の
時
間
と

手
間
を
か
け
て
審
査
し
た
う
え
で
交
付
を
決
定
す
る
も
の

と
、不
交
付
を
決
定
す
る
も
の
に
分
け
る
よ
う
な
こ
と
は
、

極
め
て
非
効
率
で
あ
る
。
内
定
通
知
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
事
業
主
体
か
ら
の
要

望
を
徴
し
た
う
え

(国
の
予
算
要
求
時
に
行
う
)、
こ
れ

を
参
酌
し
て
、
道
路
局
所
管
の
補
助
事
業
と
し
て
採
択
す

る
事
業
箇
所
と
そ
の
補
助
見
込
額
を
通
知
す
る
こ
と
と
し

て
、
補
助
金
等
交
付
事
務
の
迅
速
化
を
図
り
、
適
正
な
工

期
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

内
定
通
知
は
、
こ
の
よ
う
な
補
助
金
等
交
付
申
請
の
前

段
階
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
予
算
成
立
後
速
や
か

に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
定
通
知
は
、
こ
の
よ
う
な
年
度
当
初
の
段
階

だ
け
で
は
な
く
、
年
度
途
中
に
お
い
て
、
交
付
決
定
後
の

事
情
の
変
更
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

と
き
も
行
わ
れ
る
。

道
路
事
業
等
の
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
実
施
計
画

を
定
め
て
、
財
務
大
臣
に
よ
る
実
施
計
画
の
承
認
を
受
け

た
上
で
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

(財
政
法
第
三
十

四
条
の
二
第
一
項
)
が
、
年
度
途
中
で
実
施
計
画
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
も
同
様
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と

と
さ
れ
て
い
る

(予
算
決
算
及
び
会
計
令

(以
下

｢予
決

令
｣
と
い
う
。)
第
十
八
条
の
五
)。

年
度
当
初
は
、
内
定
通
知
に
記
載
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い

て
承
認
を
受
け
た
実
施
計
画
を
、
年
度
途
中
に
変
更
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
実
施
計
画
の
変
更
承

認
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
土
交
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通
省
と
各
地
方
公
共
団
体
の
間
に
お
い
て
は
内
定
変
更
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
法
等
の
規
定
に
よ
る

ル
ー
ル
を
担
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

異
な
る
事
業
種
別
間
の
流
用
、
新
た
な
箇
所
の
追
加
、

ま
た
は
、
箇
所
の
廃
止
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
必
ず
内
定
変
更
の
手
続
き
を
ふ
ん
で
、
そ
の
確
認
通

知
を
受
け
て
か
ら
補
助
金
交
付
決
定
額
の
変
更
申
請
書
あ

る
い
は
新
た
な
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
。道

路
局
所
管
補
助
事
業
等
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ

る
流
用
等
に
該
当
す
る
場
合
に
内
定
変
更
手
続
き
を
必
要

と
し
て
い
る
。

①
箇
所
等

(交
付
決
定
単
位
)
の
追
加
及
び
廃
止

②
目
細
間
の
流
用

(※
)

(例
)
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
↑
↓
交
通
安
全
事

業
地
区
一
括
統
合
補
助

③

事
業
種
別

(工
種
)
間
の
流
用

(例
)
道
路
改
築
↑
↓
特
殊
改
良

道
路
補
修
↑
↓
災
害
防
除

④
事
業
主
体
間
の
流
用

(同
一
都
道
府
県
内
の
市
町

村

(指
定
市
を
除
く
。)
間
の
流
用
を
除
く
。)

(例
)
A
県
内
の
県
道
事
業
↓
B
県
内
の
県
道
事
業

C
県
内
の
市
町
村
道
事
業
↓
C
県
内
D
指
定
市

内
の
市
道
事
業

◎
道
路
種
別
間
の
流
用

(地
方
道
路
交
付
金
事
業
を

除
く
。)

(例
)
一
般
国
道
↑
↓
都
道
府
県
道

(目
細
間
の
流
用

(※
)
に
も
該
当
)

都
道
府
県
道
↑
↓
市
町
村
道

⑥

異
な
る
補
助
率
間
で
の
流
用

(例
)
一
般
国
道

(改
築
)

2
A

($
/
④
)
↑
↓
2
B

(1
/
2
)

の
特
別
立
法
事
業
間
又
は
特
別
立
法
事
業
と
一
般
事

業
間
の
流
用

(例
)
半
島

($
/
鱒
)
↑
↓
一
般

(1
/
2
)

水
特
5

(2
/
3
)
↑
↓
原
子
力

($
/
噂
)

③

一
括
配
分
対
象
事
業
と
本
省
配
分
対
象
事
業
の
間

の
流
用

(例
)
地
方
道

地
域
高
規
格

($
/
斡
)
↑
↓
一
般

(1
/
2
)

③
当
該
年
度
設
定
の
国
庫
債
務
負
担
行
為

(年
割
額

等
)
の
変
更

※
!
歳
出
予
算
は
、
目
に
区
分
し
た
上
で
各
自
の
細
分

(目
組
)
を
所

管
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

(予
決
令
第
十
四
条
第
二
項
)、
目
組
ご
と
の
金
額
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
実
施
計
画
の
内
容
も
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
、

実
施
計
画
の
変
更
承
認
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
道
路
改
築
事
業
に
お
い
て
同
一
路
線
で
継
続
事
業

諦

　

　

…
を
二
工
区
で
実
施
し
て
い
る
場
合
、
こ
の
う
ち

一

｣

　

　

･
工
区
の
当
年
度
執
行
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
、
こ

一

　

　

一
の
工
区
を
休
止
し
新
た
に
工
区
を
設
け
、
事
業
費

湫

　

　

…
を
流
用
し
て
実
施
し
た
い
が
内
定
変
更
の
手
続
き

砂

-
を
必
要
と
す
る
の
か
?

　
　
　
　
　　
　
　
　

内
定
変
更
を
必
要
と
す
る
の
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
箇

所
単
位
で
、
箇
所
等
の
追
加
ま
た
は
廃
止
、
事
業
種
別
間

の
流
用
、
事
業
主
体
間
の
流
用
及
び
道
路
種
別
間
等
の
流

用
を
行
う
場
合
で
あ
る
。
設
問
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
該

当
し
な
い
の
で
内
定
変
更
の
手
続
き
は
必
要
な
い
が
、
交

付
決
定
の
内
容
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
ら

か
じ
め
地
方
整
備
局
等
担
当
課
と
協
議
さ
れ
た
い
。

(参
考
)

箇
所
の
取
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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- ) 一般国道及び地方道事業
(防雪、凍雪書防止、沿道環境、交通連携を含む。)

区 分

道路改築

共同溝

交通円滑化 自転車道
地域連携 特殊改良

道路補修

災害防除

1事業主体 1路線を
1箇所として扱うもの

一般国道 地方道

0 O

0 O

O

0 O

O

0 O

1工区を 1箇所として
扱うもの

一般国道 地方道一般国道

O

O

O

交通円滑化
地域連携

共同溝

自転車道

特殊改良

道路補修

災害防除

O

O

雪 寒
防雪

O

O

O O

O

O

O

O

O

O
--

上記にかかわらず ｢一般国道小規模事業一括補助｣ 及び ｢生活環境
整備｣ は 1地区 1箇所とする。

2 ) 長寿命化修繕計画

区 分
1事業主体 1箇所

一般国道 -都道府県川 市町村道

○長寿命化修繕計画

3 ) 除雪、交通安全施設、電線共同溝、維持
6中縄未買収用地買収費、貸借料、調査費)

区 分
1事業主体道路種別毎 1箇所

-- -̂-- ^̂
一般国道 都道府県道 市町村道

除 雪 ○ ○

交通安全施設

電線共同溝

○

○

○

○

○

○

維 持 ○ ○ ○

上記にかかわらず ｢交通安全事業地区一括統合補助｣
は、 1地区 1 箇所とする。

4 ) 交通連携 (交通結節点)

区 分

結節点改築

1地区道路種別毎 1箇所

一般国道

○

都道府県道

○

市町村道

○

結節点環境改善 ○ ○ ○

5 ) 道路交通環境改善
1工区 1箇所とする。
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可
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の
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倒覇事
調
閾
臨

大
野
係
員

な
る
ほ
ど
ね
。
電
子
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
は

(電
話
呼
び
出
し
)
は
い
、
道
路
管
理
課
で
す
。
あ
、

い
い
け
ど
、
そ
も
そ
も
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
さ
れ
た

市
役
所
の
佐
藤
さ
ん
で
す
か
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

申
請
に
法
的
根
拠
が
あ
る
の
か
っ
て
い
う
こ
と
ね
。
そ

ま
す
。
え
え
、
電
子
申
請
で
き
ま
す
よ
!
。
え
っ
と
、

れ
で
、
何
か
わ
か
っ
た
の
?

調
べ
て
午
後
に
で
も
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
。
失
礼
し

大
野
係
員

ま
す
。

今
、
色
々
調
べ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
確
か
に
道
路
法

坂
上
係
員

第
三
十
二
条
第
二
項
に
も

｢申
請
書
｣
を
道
路
管
理
者

大
野
君
ど
う
し
た
の
?

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で

大
野
係
員

す
よ
ね
。

市
役
所
の
佐
藤
さ
ん
か
ら
の
電
話
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
今
度
、
市
役
所
で
も
占
用
許
可
申
請
等
を
電
子
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
直

轄
国
道
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
っ
て
い
う
質
問
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
電
子
申
請
で
き
ま
す
よ
っ
て
答
え
た
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
電
子
申
請
で
き
る
根
拠
は
何
な
ん
で

す
か
っ
て
聞
か
れ
ち
ゃ
っ
て
ー
。

坂
上
係
員

坂
上
係
員
そ
う
ね
。
そ
れ
に
、
道
路
法
施
行
規
則
第
四
条
の
三

で
は
、
そ
の
様
式
ま
で
定
め
て
い
る
わ
ね
。

大
野
係
員
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
だ
け
し
っ
か
り
と
申
請

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
も
そ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
さ
れ
た
申
請
は
法

的
な
根
拠
が
な
い
ん
で
す
か
ね
。

坂
上
係
員
申
請
･
届
出
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
電
子
政
府
の
推

進
と
い
っ
た
こ
と
は
政
府
全
体
の
方
針
よ
ね
。
道
路
法

に
限
定
し
な
い
で
政
府
の
施
策
を
調
べ
て
み
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
?

大
野
係
員
そ
う
で
す
ね
。
調
べ
て
み
ま
す
。

大
野
係
員
あ
、
あ
り
ま
し
た
。
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
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道
路
法
第
三
十
二
条

略

2

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
･
七

略

3
、
5

略

道
路
法
施
行
規
則
第
四
条
の
三

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
申
請
書
及
び
法
第
三
十
五
条
の
規
定

に
よ
り
協
議
し
、
同
意
を
得
よ
う
と
す
る
場
合
の
協
議
書
の
様
式

は
、
別
記
様
式
第
五
と
す
る
。

2

略



の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

(以
下
、
行
政
手
続
オ
ン

坂
上
係
員
･
大
野
係
員

ラ
イ
ン
化
法
と
い
う
。)
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

あ
、
課

。
お
皮

ね
。
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
法
第
三
条
に
お
い
て
、
行

政
機
関
は
、
申
請
、
届
出
な
ど
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
行

政
機
関
に
対
し
て
行
わ
れ
る
通
知
に
関
し
て
、
個
別
法
令

の
規
定
に
よ
り
書
面
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
書
面

に
よ
る
こ
と
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
ね
。

渡
邊
課
長
そ
の
と
お
り
だ
ね
。

あ
、
課
長
。
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

渡
邊
課
長
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

二
年
に
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本

法

(I
T
基
本
法
)
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

｢I
T
戦
略
本
部
｣
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
政
府
全
体
の

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
ね
。
具
体
的
に
は
、
世
界
最
先
端
の
I
T
国
家
と
な

る
こ
と
を
目
標
と
し
た

｢①｣
g
p口戦
略
｣
や
、
国

,

地
方
自
治
体
に
対
す
る
申
請
･届
出
等
手
続
き
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
を
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
五

0
%
以
上
と
す
る
こ
と
と
し
た

｢I
T
新
改
革
戦
略
｣

な
ど
が
I
T
戦
略
本
部
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る

よ
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
施
策
の
中
で
制
定
さ
れ
た
の

が
、
さ
っ
き
大
野
君
の
言
っ
て
い
た
行
政
手
続
オ
ン
ラ

イ
ン
化
法
だ
ね
。
こ
の
法
律
は
、
申
請
･
届
出
等
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
原
則
と
し
て
可
能
と
す
る
た
め

の
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
当
た
っ
て
の
法
令
上
の
支
障
を
排
除
す
る
た
め
に

必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
も
の
だ
と
言
え
る
ね
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
申

請
-
届
出
等
は
、
個
別
法
令
の
規
定
に
よ
り
書
面
に
よ

り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
、
当
該
個
別
法
令
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
ね
。

坂
上
係
員

な
る
ほ
ど
。行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
め
ば
、

申
請
者
は
二
四
時
間
･
三
六
五
日
い
つ
で
も
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
わ
ざ
わ
ざ
事
務

所
や
出
張
所
に
出
向
か
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
道
路
管
理
者
に
と
っ
て
も
事
務
の
簡
素
化
･
合
理

化
に
つ
な
が
る
わ
け
で
、
申
請
者
･
道
路
管
理
者
双
方

に
恩
恵
の
あ
る
こ
と
と
言
え
ま
す
ね
。

渡
邊
課
長
そ
の
と
お
り
だ
ね
。
と
こ
ろ
で
、
勉
強
は
こ
れ
ぐ
ら

い
に
し
て
、
そ
こ
に
た
く
さ
ん
あ
る
フ
ァ
イ
ル
の
整
理

を
し
た
い
か
ら
、
二
人
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
か
な
。

坂
上
係
員
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。

大
野
係
員
課
長
、
こ
れ
か
ら
は
何
事
も
電
子
化
の
時
代
で
す
よ
。

資
料
の
管
理
も
電
子
で
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
と
い

う
わ
け
で
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
全
部
処
分
し
ち
ゃ
っ
て

い
い
で
す
か
ね
。

坂
上
係
員
(ま
た
、
生
意
気
な
こ
と
言
っ
て
る
わ
ね
ー
。)

そ
う
ね
、
こ
れ
か
ら
は
や
っ
ぱ
り
電
子
化
の
時
代
だ

し
、
ま
ず
手
始
め
に
大
野
君
に
は
二
四
時
間
･
三
六
五

日
働
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
、
課
長
。

大
野
係
員
そ
、
そ
ん
な
!
。

(こ
の
頃
終
わ
り
)
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行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

第
三
条行
政
機
関
等
は
、
申
請
等
の
う
ち
当
該
申
請
等
に
関
す
る
他
の

法
令
の
規
定
に
よ
り
書
面
等
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織

(行
政
機
関
等
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機

(入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

と
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信

回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。)
を
使
用
し
て
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
申

請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
て
規
定
し
た
申
請
等
に
関

す
る
法
令
の
規
定
に
規
定
す
る
書
面
等
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と

み
な
し
て
、
当
該
申
請
等
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

3
~
4

略



流
客
様
に
喜
ば
れ
る
西
脚
本
高
速
道
路
を
目
指
し
て

5
N
E
X
C
O
西
日
本
の
C
S
向
上
の
取
組
み
i

西
日
本
高
速
道
路
鰈
C
S
推
進
本
部
C
S
推
進
室
長

灯
ん岡
内
真
人

一

は
じ
め
に

N
E
×
C
O
西
日
本
は
、
西
日
本
地
域
に
く
ま
な
く
張

り
巡
ら
さ
れ
た
約
三
、
二
六
〇
如
の
高
速
道
路
を
商
品
と

し
て
、
一
日
当
た
り
約
二
三
五
万
台

(平
成
一
八
年
度
実

績
)
の
自
動
車

(お
客
様
)
に
ご
利
用
頂
い
て
い
る
。
一

台
の
自
動
車
に
複
数
名
が
乗
車
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
数
字
よ
り
も
多
く
が
実
質
の
お
客
様
の
数

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
客
様
の
数
が
多
い
の
と
は
裏
腹
に
、
当
社
に
と
っ
て

の
C
S

(目
盟
oB
円
の彗
終
8
ロ
目
へ顧
客
満
足
〉)
の
歴
史

は
そ
う
長
く
は
な
い
。
一
昨
年
一
〇
月
の
民
営
化
後
、
“地

域
か
ら
愛
さ
れ
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
会
社
“
を
目
指
す

中
、
C
S
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
、
昨
年
の
四
月
に
、

そ
れ
ま
で
の
経
営
企
画
本
部
広
報
室
が
担
っ
て
き
た

｢お

客
様
の
声
を
聴
く
｣
と
い
う

〃広
聴
“
の
分
野
を
独
立
さ

せ
、
お
客
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
･
ご
要
望
を
、
全
社
横

断
的
に
分
析
･
検
討
･
改
善
す
る
た
め
の
専
属
の
組
織
と

し
て
、
代
表
取
締
役
社
長
が
本
部
長
を
兼
務
す
る
形
で
、

C
S
推
進
本
部
が
誕
生
し
た
。

本
稿
で
は
、
当
社
の
C
S
の
取
組
み
の
一
旦
を
ご
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
類
似
の
課
題
を
お
持
ち
の
各
組
織
に

お
け
る
問
題
解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ

る
。二

お
客
様
の
目
線
で
探
す

お
客
様
か
ら
の
ご
意
見
･
ご
要
望
は
、
主
に
電
話
に
よ

る
二
四
時
間
･
三
六
五
日
有
人
対
応
の

｢N
E
X
C
O
西

日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ガ
イ
ド
｣
と
、
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
メ
ー
ル
を
通
じ
て
い
た
だ
く

｢
W
E
B
メ
ー
ル
｣
、

そ
れ
に
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設

(S
A
･
P
A
)
に
設
置
し

て
い
る
投
函
箱
に
手
紙
形
式
で
ご
意
見
･
ご
要
望
を
伝
え

て
い
た
だ
く

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ポ
ス
ト
｣
の
三
つ
の
媒
体
が

あ
る
。

平
成
一
人
年
度
中
に
頂
い
た
ご
意
見
･
ご
要
望
を
含
め

た
、
お
客
様
か
ら
の
お
問
合
せ
等
の
総
件
数
は
約
二
五
万

件
と
な
っ
て
お
り
、
一
日
当
た
り
に
す
る
と
約
六
八
〇
件

に
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

そ
の
大
部
分
は

｢N
E
X
C
O
西
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ガ
イ

ド
｣
が
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご
意
見
･
ご
要

望
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
｢
N
E
X
C
O
西
日
本

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ガ
イ
ド
｣
が
約
二
五
%
、
｢
W
E
B
メ
ー
ル
｣

が
約
二
0
%
、
残
る

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ポ
ス
ト
｣
が
約
五

五
%
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

お
客
様
か
ら
頂
い
て
い
る
ご
意
見
･
ご
要
望
に
つ
い
て

得 道行セ 2007.9



表 1 平成 l 8年度のお問合せ等総件数
割引制度 E T C 道路案内 料金案内 SA ･ PA 交通情報 建設状況 意見 ･要望 その他 計 率

総 計 翔 69
,
髭刃 鰔 90,

115 2,鮫鞘 47,
欲)6 595 靴 燃 249,

160 1聯
)
-)

ド
ー
ル睾 嶺ー 鰍爾 鰓亨一 蝋ー

麹
"一 宅ー

568

27
鞠
898 囎 套 郡"

跳
(ポスト) =̂〕 リム Û 寸4 nY Û AV 蝋 RY 感 僻構成比 聯 獨 郷 鴬 …%14L 廓 鮴 蹴 鯛 /表 2 平成 l 8年度のご意見 ･ご要望件数

耳 T C 蟻 薹淺間 鰡 稔端
断
そ 戟 纖懲

交 繭為癒鰡
その他 計 率

総 計 728 235 nb QU 295 鰡 135 92 115 178 鰡 搬 1嬬(ガイド) ㈱ 116 Thy QU 脇
k

“ 鞘 “ 靴 30 287 煕 饑
郡

第
撚19(メール) 牢 87 QU Û

^

k
わ
.
130 24
-

" 15 41 283 郷
(ポスト) 、鰓 露 nv

^
〔U
^
" 纖

-
芻 第 48 107 456 劉 跳乳

構成比 15
.
78% 5
.
10% 0

･
17% 0
･07
% 6
.
40% 38
,
96% 郷 郷14 寒 ~%QU3 鸚れ

/ 項
目
別
に
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
毎
に

差
異
は
あ
る
が
、
総
合
的
に
見
る
と
お
お
よ
そ
S

A
･
P
A
に
関
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
て
約
四

0
%
、
次

い
で
E
T
C
に
関
す
る
こ
と
が
約

一

五
%
、
通
行
料
金
に
関
す
る
こ
と
が
約
五
%
な
ど

と
な
っ
て
い
る

(表
2
)。

ご
意
見
･
ご
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
S
A

･
P
A
関
係
で
は

｢無
人
の
エ
リ
ア
に

自
販
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
｣
｢ト
イ
レ
の
設
備

を
改
良
し
て
ほ
し
い
｣
｢ご
み
箱
か
ら
ご
み
が
溢

れ
て
汚
い
｣
、
E
T
C
関
係
で
は

｢
二
輪
車
へ
の

E
T
C
の
導
入
｣
｢
E
T
C
車
線
の
運
用
方
法
に

つ
い
て
｣
｢E
T
C
時
間
帯
割
引
に
関
す
る
こ
と
｣、

通
行
料
金
に
関
す
る
こ
と
で
は

｢通
行
料
金
が
高

い
｣
｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
廃
止
に
つ
い
て
｣

｢身
体
障
害
者
割
引
に
つ
い
て
｣
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
代
表
的
な
一

例
と
し
て
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
年
間
で
は
四
、
六

〇
〇
件
を
超
え
る
ご
意
見

･
ご
要
望
が
当
社
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

三

お
客
様
の
目
線
で
考
え
る

当
社
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見

･
ご
要
望
を

『当
社
へ
の
大
き
な
期
待
の
現
わ
れ
』
と
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
位
置
付
け
、
こ
の
期
待
に

『し
っ
か

り
と
応
え
る
』
『説
明
責
任
を
果
た
す
』
と
い
う

こ
と
を
大
命
題
と
し
て
捉
え
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
お
客
様

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
決
し
て
た
な
ざ
ら
し
に
す
る
こ
と

な
く
、
大
き
な
経
営
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
力
点

を
置
い
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
C
S
推
進
本
部
長
で
あ
る
代
表
取
締
役

社
長
を
筆
頭
に
、
関
係
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
事
業
本
部
長
、

担
当
事
業
部
長
ら
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る

『C
S
推
進
本
部

会
議
』
を
毎
週
開
催
し
、
一
週
間
単
位
で
整
理
し
た
お
客

様
か
ら
の
ご
意
見
･
ご
要
望
の
一
つ
ひ
と
つ
に
目
を
通
し

て
い
る
。
お
客
様
か
ら
の
ご
意
見

･
ご
要
望
に
は
、
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
ま
と
め

た
状
況
の
説
明
、
今
後
の
方
針
等
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

『C
s
推
進
本
部
会
議
』
で
は
、
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
つ

つ
、
課
題
解
決
の
方
向
性
や
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
す
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
担
当
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
わ
り
状
況

の
詳
細
な
説
明
、
改
善
施
策
の
提
案
な
ど
も
行
わ
れ
て
い

る
oこ

の
C
s
推
進
本
部
会
議
は
毎
週
火
曜
日
の
一
六
時
か

ら
と
時
間
を
定
例
化
し
て
、
当
社
に
お
け
る
業
務
リ
ズ
ム

に
完
全
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
る

(写
真
1
)。

ま
た
、
社
員
へ
の
C
S
研
修
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
旧
知
の
事
実
で
は
あ
る
が
、
C
S
の
推
進
に

は

"自
分
が
し
て
も
ら
っ
た
ら
嬉
し
い
事
を
、
他
人
に

も
実
践
す
る
"
と
い
う
気
持
ち
を
携
え
た

『お
も
て
な
し

の
心
』
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
お
客
様
に
接
す
る
社
員
の

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
“心
"
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、

酒介〒セ 20079 4-;



員
の
現
場
実
作
業
体
験
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

四

お
客
様
の
目
線
で
行
動
す
る

当
社
で
は
、
ご
意
見
･
ご
要
望
の
う
ち
の
代
表
的
な
一

例
と
し
て
先
述
し
た

｢S
A
･
P
A
関
係
｣
｢
E
T
C
関

係
｣
｢通
行
料
金
関
係
｣
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
と
お
り
、
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

1

S
A
･
P
A
関
係

高
速
道
路
と
い
う
閉
鎖
空
間
で
あ
る
が
故
に
、
お
客
様

の

"生
理
的
欲
求
“
や

“食
事
的
欲
求
"
を
満
た
す
こ
と

を
そ
の
主
な
目
的
と
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
道
路
サ
ー
ビ

ス
施
設

(S
A
･
P
A
)
を
、
単
な
る

｢休
憩
施
設
｣
か

ら

｢お
客
様
満
足
施
設
｣
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
た
め
の

取
組
み
を
、
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。

C
S
推
進
の
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。
上
層
部
か
ら
の
一
斉

号
令
で
押
し
付
け
的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
な

い
。
自
発
的
な

"心
“
が
大
事
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
観

点
か
ら
、
専
門
会
社
に
お
願
い
を
し
て
、
C
S
マ
イ
ン
ド

(心
構
え
)
を
身
に
付
け
る
研
修
を
昨
年
の
七
月
か
ら
今

年
八
月
末
ま
で
に
一
一
回
実
施
し
て
お
り
、
延
べ
三
一
八

名
の
社
員
が
既
に
研
修
を
受
け
て
い
る
。
今
年
度
中
に
あ

と
四
回
、
一
二
四
名
の
社
員
に
研
修
を
受
け
さ
せ
る
予
定

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、現
地
知
識
を
熟
知
さ
せ
る
と
と
も
に
、

お
客
様
の
視
点
に
立
っ
た
業
務
が
遂
行
で
き
る
よ
う
、
社

写真 1 毎週開催しているC S推進本部会議

写真 2 無人 P A に設置した自動販売機

具
体
的
に
は
、
ま
ず
お
客
様
か
ら
の
ご
意
見

･
ご
要
望

を
踏
ま
え
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
米
子
自

動
車
道
･
大
山
P
A

(下
り
)
な
ど
の
営
業
施
設
の
な
い

無
人
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)
九
九
ヵ
所
す
べ
て
に
、

清
涼
飲
料
水
の
自
動
販
売
機
を
設
置
し
た

(写
真
2
)。

S
A

･
P
A
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
お
客
様
か
ら
の

ご
意
見
･
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
3
K

(暗
い
、

汚
い
、
臭
い
)
か
ら
4
C
+
1
E

(明
る
く

【
n
布
且

･

清
潔
で

円
布
目
】
･
快
適
で

肉
o
B
け
コ
怨
-&

'
魅
力

的
な

【n
すp日
目
盟

･
環
境
に
配
慮
し
た

【□
8
]om≦
)

へ
の
転
換
を
目
指
し
、
平
成
二
〇
年
度
末
ま
で
に
当
社
管

内
の
s
A
･
P
A
の
洋
式
便
器
約
一
、
七
〇
〇
ヵ
所
全
て

に
、
洗
浄
器
付
き
便
座
を
整
備
し
て
い
く
ほ
か
、
現
在
約

三
、
一
〇
〇
ヵ
所
あ
る
和
式
便
器
の
う
ち
約
七
〇
〇
ヵ
所

に
つ
い
て
、
五
年
以
内
を
目
途
に
洗
浄
器
付
き
洋
式
便
器

に
替
え
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
三
月
末
現
在
で
は
、
先
述
に
加
え
て
女
性

用
ト
イ
レ
に
化
粧
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
お
手
洗
い
と
し

て
、
山
陽
自
動
車
道
･
福
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(上
下
)、

中
国
自
動
車
道

･
七
塚
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(上
下
)
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。
加
え
て
、
お
手

洗
い
施
設
内
の
段
差
を
解
消
す
る
な
ど
、
や
さ
し
い
機
能

を
満
載
し
た
お
手
洗
い
と
し
て
、
広
島
自
動
車
道

･
久
地

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(上
下
)、
長
崎
自
動
車
道

･
多
久

西
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(上
下
)
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
さ
せ
て
い
る
o

街 道イテセ 2007 ,9



ささ
いミハミ

　　
　
　

　　
　
　

総
き

、
い

写真4 基山 P A (上り) のハイウェイ ･コンビニエンス

ま
た
、
今
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
し
た
中
国

自
動
車
道

･
西
宮
名
塩
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(上
下
)
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
よ
り
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
お
手
洗
い
空
間
の
快
適
性
向
上

を
図
る
た
め
、
入
口
自
動
ド
ア
の
設
置
や
女
性
便
器
数
の

規
模
拡
充
、
洋
式
便
器
比
率
の
増
、
公
衆
ト
イ
レ
の
イ
メ

ー
ジ
を
一
掃
し
た
内
装
な
ど
、
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
た

め
に
快
適
な
ト
イ
レ
空
間
へ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
も

行
っ
て
い
る

(写
真
3
)。

そ
の
ほ
か
、
ド
ラ
イ
ブ
で
疲
れ
た
体
を
ほ
ぐ
す
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
急
な
体
調
不
良
時
に
医
薬

品
等
を
提
供
で
き
る
メ
デ
ィ
カ
ル

･
ド
ラ
ッ
グ
コ
ー
ナ

ー
、
軽
食
を
楽
し
め
る
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ナ
ー

(イ
ー
ト

イ
ン
)、
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
6
鷁
の
コ
ー
ナ
ー
、

手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
接
続
で
き
る
無
線
L
A
N
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
市
中
の
通
常
店
舗
で
は
見
ら
れ
な
い
コ
ン

テ
ン
ツ
を
、
エ
リ
ア
ご
と
の
特
性
に
応
じ
て
展
開
す
る
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の

『
ハ
イ
ウ
ェ
イ

.
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
』

を
展
開
し
て
い
る
。

現
在
、
名
神
高
速
･
草
津
P
A
、
黒
丸
P
A

(上
り
)、

山
陽
自
動
車
道
･
佐
波
川
s
A
、
高
松
自
動
車
道

･
府
中

湖
P
A

(上
り
)
、
九
州
自
動
車
道
･
基
山
P
A
な
ど
一

七
ヵ
所
(平
成
一
九
年
九
月
末
現
在
)
で
展
開
し
て
お
り
、

｢変
わ

っ
た
ね
i
･

S
A

･
P
A
｣
と
い
う
思
い
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
当
社
か
ら

の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

(写

道行セ 2007.9 4 7
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真
4
)。

展
開
に
当
た
っ
て
は
、
市
中
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
展
開
し
て
い
る
各
社
と
業
務
提
携
し
、
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
と
こ
れ
ま
で
に
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
す
る
べ

く
、
今
後
五
年
程
度
で
約
五
〇
店
舗
の
出
店
を
計
画
し
て

い
る

(図
)。

ま
た
、
愛
犬
を
連
れ
て
ド
ラ
イ
ブ
さ
れ
る
お
客
様
に
、

よ
り
満
足
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
｢ド
ッ
グ
ラ
ン
｣

を
展
開
し
て
い
る
。
｢ド
ッ
グ
ラ
ン
｣
は
、
愛
犬
を
フ
ェ

ン
ス
で
囲
っ
た
敷
地
内
で
、
自
由
に
散
歩
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
、
大
専
用
の
水
飲
み
場
や
足
洗
い
場
も
併

設
し
て
い
る
。

現
在
、
山
陽
自
動
車
道

･
三
木
S
A

(上
下
)、
福
山

S
A

(上
り
)、
名
神
高
速
道
路

･
黒
丸
P
A

(上
り
)、

菩
提
寺
P
A

(下
り
)、
阪
和
自
動
車
道

･
紀
ノ
川
S
A

(下
り
)、
中
国
自
動
車
道
･
加
西
S
A

(上
り
)、
社
P

A

(下
り
)
、
勝
央
s
A

(上
り
)、
九
州
自
動
車
道

･

古
賀
s
A

(下
り
)、
広
川
s
A

(上
り
)
な
ど
、
一
五

ヵ
所

(平
成
一
九
年
九
月
末
現
在

…
上
下
そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ

所
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
)
で
設
置
し
て
お
り
、
ご
好
評
を
頂

い
て
い
る
。

特
に
、
加
西
S
A

(上
り
)
で
は
、
周
囲
に
桜
の
木
の

植
樹
、
社
P
A

(下
り
)
で
は
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
お
り
、

お
花
見
の
季
節
に
は
運
転
で
疲
れ
た
体
を
愛
犬
と
一
緒
に

癒
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
広
川
s
A

(上
り
)
で
は
レ

ス
ト
ラ
ン
に
テ
ラ
ス
席
を
設
け
て

｢わ
ん
わ
ん
ガ
ー
デ
ン

嶬 三木 S A で展開中のドッグラン

テ
ラ
ス
｣
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ド
ッ

グ
フ
ー
ド
も
販
売
し
、
愛
犬
を
傍
ら
に
一
緒
に
食
事
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

当
社
と
し
て
は
、
ご
利
用
の
お
客
様
の
ご
意
見
を
頂
き

な
が
ら
、
今
後
も
更
に

｢ド
ッ
グ
ラ
ン
｣
を
整
備
し
て
い

く
計
画
で
あ
る

(写
真
5
)。

2

E
T
C
関
係

ご
意
見
･
ご
要
望
を
数
多
く
頂
い
て
い
た
二
輪
車
に
よ

る
E
T
C
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
四
月
か

ら
首
都
圏
で
、
平
成
一
八
年
二
月
か
ら
近
畿
圏
･
中
部
圏

4# 道行セ 2007,9
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T
C
の
機
器
を
設
置
す
る
工
事
に
着
手
し
た
。
平
成
一
九

年
度
も
引
き
続
き
E
T
C
レ
ー
ン
の
増
設
を
進
め
て
い
く

計
画
で
あ
る

(写
真
7
)。

E
T
C
時
間
帯
割
引
に
関
す
る
こ
と
も
、
ご
意
見
･
ご

要
望
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
通
勤
割
引
や
早
朝
夜
間
割

引
の
距
離
条
件

(
一
〇
〇
師
以
内
)
の
撤
廃
･
緩
和
や
適

用
時
間

(通
勤
割
引
は
六
~
九
時

･
一
七
~
二
〇
時
そ
れ

ぞ
れ
最
初
の
一
走
行
に
限
る
、
早
朝
夜
間
割
引
は
二
二
~

翌
六
時
)
の
拡
大
、
更
に
は
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
有

効
期
限

(最
長
二
年
間
)
の
延
長
や
他
社

(N
E
X
C
O

で
そ
れ
ぞ
れ
試
行
運
用
を
実
施
し
、
累
計
で
約
二
〇
万
回

以
上
の
走
行
結
果
に
お
い
て
接
触
事
故
等
が
発
生
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
安
全
性
、
通
信
機
器
の
動
作
に
問
題
が

な
い
と
判
断
し
、
平
成
一
八
年
三

月
一
日

(水
)
午
前

0
時
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
た

(写
真
6
)。

E
T
C
車
線
の
増
設
に
つ
い
て
も
、
お
客
様
か
ら
ご
意

見
･
ご
要
望
を
頂
い
て
い
る
が
、段
階
的
に
で
は
あ
る
が
、

順
次
設
置

(増
設
)
を
進
め
て
い
る
。
平
成
一
八
年
度
中

に
は
こ
れ
ま
で
E
T
C
が
ご
利
用
で
き
な
か
っ
た
京
奈
和

自
動
車
道
や
、
E
T
C
の
設
備
が
な
か
っ
た
京
都
縦
貫
自

動
車
道
の
一
部
の
料
金
所
な
ど
で
、
新
た
に
レ
ー
ン
に
E

写真 6 E T C レーンに進入する二輪車

　　　
　　
　
　　　

贈

東
日
本
、
中
日
本
を
除
く
)
と
の
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

“

の
合
算
な
ど
、
E
T
C
の
普
及
に
伴
い
、
引
き
続
き
多
く

9

の
ご
意
見

.
ご
要
望
を
頂
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
諸
調
整

･
協
議

セニ丁
･

等
が
必
要
で
、
当
社
だ
け
の
独
自
判
断
で
直
ち
に
改
善
で

避

き
る
も
の
で
は
な
く
、
現
時
点
で
は
決
め
ら
れ
た
制
度
等

を
社
員
一
人
ひ
と
り
が
誠
意
を
も
っ
て
説
明
し
、
お
客
様

の
ご
理
解
を
頂
く
努
力
を
し
て
い
る
。
今
後
は
、
他
社
と

の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【増設後】

写真 7 増設された E T C レーン



3

通
行
料
金
関
係

通
行
料
金
が
高
い
と
の
ご
意
見

･
ご
要
望
も
頂
い
て
い

る
。
こ
れ
は
当
社
の
前
身
で
あ
る
旧
日
本
道
路
公
団
時
代

か
ら
根
強
く
あ
る
ご
意
見
･
ご
要
望
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
E
T
C
時
間
帯
割
引
を
一
部
の
一
般
有
料
道
路

に
も
拡
大
し
た
ほ
か
、
六
月
二
四
日
か
ら
の

"休
日
渋
滞

ポ
イ
ン
ト
割
引
“
や

"出
口
イ
ン
タ
ー
を
特
定
し
た
深
夜

割
引
時
間
の
拡
大
"、
更
に
は
八
月
二
〇
日
か
ら
の

"
E

T
C
平
日
昼
間
割
引
“
や

"E
T
C
平
日
夕
方
割
引
“
な

ど
、
い
ず
れ
も
地
域
毎
の
協
議
会
な
ど
が
主
体
と
な
っ
た

社
会
実
験
に
つ
い
て
、
当
社
と
し
て
も
積
極
的
な
協
力
を

行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
ハ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用
停
止
を
お
知
ら
せ
し
た
前
後
に

ご
意
見

･
ご
要
望
が
集
中
し
て
い
た
が
、
E
T
C
を
活
用

し
た
料
金
割
引
へ
の
転
換
の
ご
案
内
を
継
続
し
た
結
果
、

最
近
で
は
ご
意
見

･
ご
要
望
を
頂
く
こ
と
は
な
く
な
っ

た
。身

体
障
害
者
割
引
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ご
意
見
･

ご
要
望
を
頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ご
意
見
･
ご
要
望

の
主
旨
と
し
て
は
、
割
引
制
度
の
趣
旨
が
障
害
者
の
日
常

生
活
の
支
援
で
あ
り
、
割
引
の
対
象
を
常
時
使
用
し
て
い

る
車
両
一
台
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
車
検
時
や
介

助
者
が
日
毎
に
代
わ
る
場
合
な
ど
に
不
都
合
と
し
て
、
本

人
が
同
乗
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
割
引
を
適
用

す
べ
き
と
い
っ
た
ご
意
見

･
ご
要
望
を
頂
い
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
有
料
道
路
事
業
者
共
通
の
制

度
と
し
て
運
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
社
が
独
自
に
判
断

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
障
害
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
ご

理
解
を
頂
く
よ
う
、
制
度
の
説
明
を
根
気
良
く
繰
り
返
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
年
末

･
年
始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

お
盆
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
期
間
中
、
あ
る
い

は
当
該
期
間
の
前
に
は
、
日
中
･
夜
間
に
係
わ
ら
ず
当
社

社
員
が
s
A
･
P
A
を
巡
回
し
、
ご
み
箱
の
飽
和
･
散
乱

状
況
、ト
イ
レ
の
清
掃
状
況
等
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

状
況
に
応
じ
て
は
、
社
員
自
ら
が
そ
の
場
で
清
掃
等
を
行

う
体
制
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
構
築
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の

取
組
み
に
つ
い
て
も
、
お
客
様
に
気
持
ち
よ
く
高
速
道
路

を
ご
利
用
頂
き
、
良
い
旅
の
想
い
出
づ
く
り
の
手
助
け
を

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
何
よ
り
も
純
粋
に
お
客
様
の

笑
顔
が
見
た
い
と
い
う
事
が
、
社
員
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。

五

お
客
様
の
目
線
を
社
員
の
目
線
へ

い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
述
の
と
お
り
C
S
の
推
進
は

"自

分
が
し
て
も
ら
っ
た
ら
嬉
し
い
事
を
、
他
人
に
も
実
践
す

る
"
と
い
う
気
持
ち
を
携
え
た

『お
も
て
な
し
の
心
』
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
お
客
様
に
接
す
る
社
員
の
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
"心
“
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
C
S
推

進
の
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
C
S
推

進
本
部
で
は
、
『お
客
様
に
満
足
と
喜
び
を
お
届
け
し
ま

す
』
を
C
S
活
動
方
針
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
た
め
の
五
つ

の
行
動
と
し
て
、

◆
お
客
様
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す
。

◆
お
客
様
の
目
線
で
対
応
し
ま
す
。

◆
お
客
様
に
誠
意
を
尽
く
し
説
明
し
ま
す
。

◆
お
客
様
の
声
を
業
務
に
活
か
し
ま
す
。

◆
お
客
様
に
感
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

を
定
め
、
特
に
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
を
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

の
グ
ル
ー
プ
会
社
化
を
契
機
と
し
て

｢お
客
様
満
足
の
た
め

に
グ
ル
ー
プ
総
力
を
結
集
す
る
体
制
の
確
立
｣
と
し
、
N
E

X
C
O
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
全
て
の
社
員
に

"心
“
を
持

っ
て
も
ら
い
、
究
極
的
に
は
グ
ル
ー
プ
の
社
員
一
人
ひ
と

り
が
特
に
意
識
を
す
る
こ
と
な
く
、
ご
く
自
然
に
お
客
様

の
目
線
で
行
動
出
来
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
識
改
革
も
C
S
推
進
本
部
の
重
要
な
役
割

で
あ
り
、
N
E
X
C
O
西
日
本
グ
ル
ー
プ
は
力
を
ひ
と
つ

に
合
わ
せ
て
全
力
で
C
S
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

50 道イテセ 2007.9



監れ鬱◎麟嶬

四
季
折
々
で
輝
く
『脚
本
大
通
り
』
へ

き
夏
の
日
差
し
も
落
ち
着
き
、
ゆ
っ

く
り
散
歩
が
気
持
ち
い
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
横
浜
の

｢道
｣
に
関
し

て
紹
介
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
少
の
脱

線
も
あ
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
お
付

き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
横
浜
は
二
○
○
九
年
に

開
港

一
五
〇
周
年

横
浜
と
い
え
ば
、
や
は
り

｢港
｣

を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

横
浜
は
ご
存
じ
の
通
り
、
開
港
の

地
の
一
つ
で
、
安
政
五
年
に
締
結
さ

れ
た
日
米
修
好
通
商
条
約
に
基
づ

き
、
一
八
五
九
年

(安
政
六
年
)
六

月
二
日
に
開
港
し
ま
し
た
。

横
浜
市
東
京
事
務
所

伊
倉

久
美
子

横
浜
開
港
の
地
は
、
現
在
は

｢象

の
鼻
地
区
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

(世
界
最
大
級
の
客
船
も
停
泊
す
る

大
さ
ん
橋
の
付
け
根
部
分
で
す
)
。

な
ぜ

｢象
の
鼻
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る

か
と
い
い
ま
す
と
、
当
時
、
開
港
に

あ
た
り
、
東
波
止
場

(イ
ギ
リ
ス
波

止
場
)
と
西
波
止
場
(税
関
波
止
場
)

の
三
本
の
直
線
状
の
波
止
場
が
造
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
の
東
波
止
場
が
湾
曲
し
た
形

に
変
更
さ
れ
、
そ
の
形
状
か
ら
、
い

つ
し
か

｢象
の
鼻
｣
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

開
港
し
て
今
年
で
一
四
人
年
。
二

年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
は
、
開
港
一

五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
横
浜
市
で

は
、
開
港
一
五
〇
周
年
に
向
け
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

象
の
鼻
地
区
も
、
開
港
一
五
〇
周

年
に
向
け
て
、
横
浜
の
歴
史
と
未
来

を
つ
な
ぐ
象
徴
的
な
空
間
と
し
て
現

在
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

九
年
に
は
、
広
場
や
緑
地
な
ど
一
部

の
整
備
が
完
了
し
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

開
港
の
話
を
書
い
て
き
ま
し
た

が
、
道
の
話
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入
り
ま
し
ょ
う
o

横
浜
市
役
所
の
庁
舎
が
目
の
前
に

あ
る
J
R
関
内
駅
か
ら
横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
の
あ
る
横
浜
公
園
を
抜
け
、
象
の
鼻

地
区
や
、
大
さ
ん
橋
･山
下
公
園
･中

華
街
な
ど
の
観
光
名
所
に
向
か
う
際
に

通
る
の
が

｢日
本
大
通
り
｣
で
す
。

今
回
は
こ
の
日
本
大
通
り
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
日
本
大
通
り
の
概
要

日
本
大
通
り

(写
真
1
、
図
1
)

は
、
全
長
四
三
0
m
、
幅
員
一
三
･

五
m
、
片
側
一
車
線
の
車
道
の
両
側

に
歩
道
と
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
あ
る
道

路
で
す
。
周
辺
に
は
神
奈
川
県
庁
舎

(写
真
2
)
や
横
浜
市
開
港
記
念
会

館
、
横
浜
税
関
、
横
浜
地
方
裁
判
所

な
ど
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
観
ら

れ
、
ま
た
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
春
~
夏

に
は
鮮
や
か
な
緑
色
に
、
秋
に
は
一

面
黄
金
色
に
な
り
、
訪
れ
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
お
り
、
観
光
客
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
日
の
日
中
は
近
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隣
の
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
人
の
憩
い
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
地
区
と
並
び
映
画
や
T
V
ド
ラ

マ
な
ど
の
ロ
ケ
も
頻
繁
に
行
わ
れ
、

撮
影
風
景
を
見
か
け
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。

◆
日
本
大
通
り
整
備
の
歴
史

日
本
大
通
り
は
明
治
一
二
年

(
一

八
七
九
年
)
に
完
成
し
た
、
英
国
人

技
師
R

･
H

･
プ
ラ
ン
ト
ン
に
よ
り

設
計
さ
れ
た
日
本
で
初
め
て
の
西
洋

式
街
路
で
す
。
横
浜
市
庁
舎
も
位
置

す
る
現
在
の
関
内
地
区
は
、
慶
応
三

年

(
一
人
六
六
年
)
の
大
火
に
よ
り
、

外
国
人
居
留
地
を
含
め
、
市
街
地
の

約
三
分
の
二
を
焼
失
し
、
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
日
本

横浜税関薹 礎山
瀦横至

"~
神奈川県庁

横浜港郵便局

鬱
開港記念会館 裁地浜横

r憲
み

街

靴

憐

糒横

大
さ
ん
橋
通
り

謹

製
り編一圏‐星

等謝 " "ー
ba

弘

園

、"

舩

ス

横

繃
′̂、へ

……い
J R関内駅 f

図 日本大通り位置図

家
屋
は
木
造
建
築
物
で
あ
っ
た
た

め
、
火
災
に
な
る
と
燃
え
移
り
や
す

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
火
帯
と
し
て

大
き
な
通
り
で
日
本
人
居
住
地
区
と

外
国
人
居
留
地
を
隔
て
る
こ
と
に
な

り
、
造
ら
れ
た
の
が
日
本
大
通
り
で

す
。プ

ラ
ン
ト
ン
が
設
計
し
た
当
初

は
、
三
六
m
の
幅
員
を
も
ち
、
車
道

一
二
m
の
両
側
に
三
m
の
歩
道
、
九

m
の
植
栽
帯
を
も
つ
緑
豊
か
で
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
道
路
で
し
た
。
し
か

し
、
大
正
一
二
年

(
一
九
二
三
年
)

◆
日
本
大
通
り
の
に
ぎ
わ
い

日
本
大
通
り
で
は
、
現
在
、
道
路

空
間
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

日
本
大
通
り
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

は
、
平
成

一
四
年

(二
〇
〇
二
年
)

五
月
に

｢日
本
大
通
り
パ
ラ
ソ
ル
&

ギ
ャ
ラ
リ
ー
｣
と
銘
打
っ
て
、
サ
ッ

カ
ー

･
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
九
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
欲
し
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関
東
大
震
災
後
の
復
興
整
備
で
は
、

当
初
の
道
路
断
面
は
継
承
さ
れ
ず
、

車
道
が
大
幅
に
拡
幅
さ
れ

(二
二

m
)、
歩
道
は
植
樹
帯
を
含
め
て
七

m
に
削
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
街

路
樹
と
し
て
イ
チ
ョ
ウ
が
植
え
ら
れ

た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
一
四
年
の
再
整
備

で
は
、
植
樹
帯
を
含
め
た
歩
道
幅
員

を
一
三
･
五
m
に
拡
幅
す
る
と
と
も

に
、舗
装
･
構
造
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
、

沿
道
の
歴
史
的
建
造
物
と
も
調
和

し
、
歴
史
と
開
港
文
化
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
と
し
ま
し
た
。



い
と
の
声
を
受
け
、
沿
道
の
事
業
者

等
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
平
成
一

七
年
七
月
か
ら
週
末
の
営
業
を
中
心

と
し
た
テ
ス
ト
ラ
ン
、
九
月
か
ら
は

本
格
実
施
と
し
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
歩
道
を
使
用

し
て
長
期
間
実
施
す
る
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
の
試

み
で
、
国
土
交
通
省

｢平
成
一
七
年

度
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の

道
活
用
に
関
す
る
社
会
実
験
｣
に
も

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
は
パ
ラ
ソ
ル
の
下
の
日
陰
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で
、
夜
は
街
灯
や
ロ
ウ

ソ
ク
の
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
て
、
オ
ー
プ
ン
力

フ
ェ
で
時
間
を
過
ご
す

方
の
姿
を
多
く
見
か
け

ま
す
。

ま
た
、
夕
刻
か
ら
日

本
大
通
り
を
訪
れ
る
と
、

四
季
折
々
で
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
す

(写
真
4
)。

本
年
度
の
サ
マ
ー
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
残

念
な
が
ら
、
九
月
二
日
で
終
了
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
白
と
青
を
基
調

に
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
イ
チ

ョ
ウ
や
植
栽
帯
が
飾
ら
れ
、
涼
し
げ

な
風
景
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
の
横
浜
は
、
例
年

｢横

濱

ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
｣
が
開
催
さ
れ
、
街
中
が
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
輝
き
ま

す
が
、
こ
こ
日
本
大
通
り
で
も
、
イ

チ
ョ
ウ
や
植
栽
帯
が
飾
り
付
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
ト
ナ
カ
イ
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
置
か
れ
、
華
や

か
な
風
景
と
な
り
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

日
本
大
通
り
は
今
年
五
月
に
、
㈲

道
路
緑
化
保
全
協
会
主
催
の
｢菊
池

道
路
環
境
賞
｣
を
受
賞
し
ま
し
た
。

震
災
復
興
整
備
で
植
栽
さ
れ
た
イ
チ

ョ
ウ
並
木
が
、
歴
史
的
建
造
物
と
一

体
と
な
っ
て
、
風
格
の
あ
る
街
路
景

観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
や
、
広
々
と

し
た
歩
道
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
賑
わ
い
の
あ
る
空
間

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
大
通
り
は
、
街
路
と
し
て
の

歴
史
を
備
え
、
四
季
折
々
の
景
色
で

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
貴
重
な
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真4 日本大通りのイルミネーション
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こ
れ
か
ら
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
黄
金

色
に
輝
き
始
め
ま
す
。
日
本
大
通
り

を
観
に
、
横
浜
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
?



2
0
0
5
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
愛
知
の
観
光

些れ鬱の跳鱗
〉 ＼
′ )
じもぎ
聡
ビ

　
　
　　　

　
　
　

,さ
ま′

◆
愛
知
県
の
概
要

愛
知
県
は
、
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
南
は
伊
勢
湾
、
太
平

洋
に
面
す
る
と
と
も
に
、
西
は
三
重

県
、
北
は
岐
阜
県
、
長
野
県
、
東
は

静
岡
県
に
接
し
て
い
ま
す
。
東
西
に

一
〇
六
蹴
、
南
北
に
九
四
如
、
面
積

五
、
一
六
一
頬
を
有
し
、
三
五
市
二

六
町
二
村

(平
成
一
九
年
四
月
一
日

現
在
)
か
ら
な
り
、
人
口
は
約
七
三

四
万
人

(平
成
一
九
年
六
月
現
在
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

製
造
出
荷
額
は
、
三
九
･
五
兆
円

で
六
年
連
続
増
加
を
し
て
お
り
、
二

九
年
間
連
続
で
全
国
ト
ッ
プ
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県
は

工
業
だ
け
で
な
く
、
農
業
も
盛
ん
で

す
。
農
業
産
出
額
は
全
国
第
五
位

(平
成

一
七
年
度
)
で
あ
り
、
キ
ャ

愛
知
県
東
京
事
務
所

野
崎

政
則

ベ
ツ
や
シ
ソ
な
ど
の
野
菜
や
、
菊

･

バ
ラ
な
ど
の
花
き
の
年
間
産
出
額
は

日
本
一
(平
成
一
七
年
度
)
で
す
。

二
〇
〇
五
年
に
は
、
常
滑
市
沖
に

二
四
時
間
運
用
可
能
な

｢中
部
国
際

空
港

(セ
ン
ト
レ
ア
)｣
が
開
港
し
、

瀬
戸
市
及
び
長
久
手
町
で
は

｢自
然

の
叡
智
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
国
際
博

覧
会

｢愛
･
地
球
博
｣
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

合
わ
せ
て
、
中
部
圏
の
自
動
車
専
用

道
路
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

◆
2
0
0
5
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
整
備
効
果

二
〇
〇
三
年
三
一月
か
ら
二
〇
〇

五
年
三
月
ま
で
に
整
備
さ
れ
た

｢伊

勢
湾
岸
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自
動

車
道
、
セ
ン
ト
レ
ア
ラ
イ
ン
、
名
古

屋
高
速
一
宮
線
、名
古
屋
瀬
戸
道
路
｣

の
開
通
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
名
古
屋

圏
の
自
動
車
専
用
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
｢
2
0
0
5
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣

と
呼
び
ま
す
。

こ
れ
ら
の
路
線
は
、
一
年
三
ヵ
月

と
い
う
短
期
間
の
間
に
約
三

5
節

も
の
道
路
が
供
用
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
二
〇
〇
五
年
三
月
に
開
通
し
た
東

海
環
状
自
動
車
道
及
び
伊
勢
湾
岸
自

動
車
道

(豊
田
東
J
C
T
~
美
濃
関

J
C
T
)
の
七
六
･
一
皿
は
、
一
度

に
開
通
し
た
開
通
延
長
と
し
て
は
、

全
国
第
七
位
と
な
り
ま
す
。
七
○
如

を
超
え
る
開
通
延
長
で
は
、
一
九
九

五
年
の
磐
越
自
動
車
道

(い
わ
き
J

C
T
~
郡
山
J
C
T
)
以
来
の
大
規

模
な
も
の
で
す
。

2
0
0
5
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
た
お
か
げ
で
、
都
市
間
の
旅
行

時
間
が
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
空

港
、
港
湾
な
ど
へ
の
時
間
圏
域
が
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
路
線
沿
線
の

企
業
立
地
が
活
発
化
し
、
｢
モ
ノ
づ

く
り
愛
知
｣
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す

(図
1
)。

参
考
文
献
…

｢中
部
の
活
力
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
周
辺
の
主
な
見
ど
こ
ろ

で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
周
辺
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

○
名
古
屋
港

(名
古
屋
港
水
族
館
･

名
古
屋
イ
タ
リ
ア
村
)

交
通
…

伊
勢
湾
岸
道
路
･名
港
中
央
I
C

よ
り
車
で
二
〇
分

今
年
開
港
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た

名
古
屋
港
は
、
日
本
経
済
･
産
業
を

支
え
る
物
流
拠
点
で
す
。
総
取
扱
貨

物
量
で
は
六
年
連
続
日
本
一
、
外
国

貿
易
額
で
も
五
年
連
続
日
本
一
と
な

っ
て
お
り
、
約
一
五
〇
の
国
と
地
域
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図

を
結
ぶ
日
本
を
代
表
す
る
港
湾
で

す
。ま

た
、
名
古
屋
港
ガ
ー
デ
ン
埠
頭

に
は

｢親
し
ま
れ
る
港
づ
く
り
｣
構

想
に
基
づ
き
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ

る
交
流
の
場
と
し
て

｢名
古
屋
港
水

族
館
｣
や

｢名
古
屋
イ
タ
リ
ア
村
｣

な
ど
の
様
々
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
集

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

【名
古
屋
港
水
族
館
】

名
古
屋
港
ガ
ー
デ
ン
埠
頭
の
西

側
に
は
、
水
生
生
物
の
研
究
機
関

と
し
て
も
世
界
的
に
有
名
な
名
古

屋
港
水
族
館
が
あ
り
ま
す
。
長
さ

六
o
m
、
幅
三
0
m
、
最
大
水
深

三
一
m
の
世
界
最
大
級
の
メ
イ
ン

プ
ー
ル
で
、
シ
ャ
チ
や
ベ
ル
ー
ガ

な
ど
の
大
型
哺
乳
動
物
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
動
き
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
北
館
と
、
世
界
の
五
つ
の

海
に
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物

た
ち
を
展
示
す
る
南
館
に
分
か
れ

て
お
り
、
約
四
五
〇
種
、
三
方
点

の
生
物
を
飼
育
展
示
し
て
い
ま

す
。

【名
古
屋
イ
タ
リ
ア
村
】

写真 1 名古屋イタリア村エントランス

ガ
ー
デ
ン
埠
頭
の
東
側
に
は
、

旧
日
本
通
達
倉
庫
跡
地
に
一
九
五

〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
の
水
の
都
･

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
街
並
み
を
再
現
し

た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
レ
ス

ト
ラ
ン
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

四
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
お

り
、
八
〇
の
専
門
店
が
出
店
し
て

い
ま
す
。
景
色
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
本
場
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
し

た
ゴ
ン
ド
ラ

(有
料
)
や
花
馬
車

な
ど
を
利
用
し
て
街
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
だ
り
、
現
地
の
食
材
や
味

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
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た
、
伝
統
工
芸
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
ン
ガ
ラ
ス
の
美
し
さ
を
体
験
で

き
る

｢ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
美

術
館
｣
も
併
設
さ
れ
て
お
り
ま
す

(写
真
1
･
2
)。

○
中
部
国
際
空
港

(セ
ン
ト
レ
ア
)

(写
真
3
)

交
通
…

セ
ン
ト
レ
ア
ラ
イ
ン

(知
多
横
断

道
路
･
空
港
連
絡
道
路
)
よ
り
空

港
内
道
路
に
直
結

｢中
部
･
中
央
｣
を
表
す
｢og
口
島

と
兄
工港
｣
を
表
す
｢巴
超
o己

を
組

み
合
わ
せ
｢セ
ン
ト
レ
ア
(8
口富
E
｣

と
呼
び
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
二
月
一
七
日
に
、
二

四
時
間
運
用
可
能
な
三
、
五
〇
0
m

の
滑
走
路
を
有
す
る
海
上
国
際
空
港

と
し
て
、
開
港
し
ま
し
た
。

セ
ン
ト
レ
ア
は
、
国
際
空
港
評
議

会

(A
I
C
)
の
調
査
に
よ
る
と
、

参
加
し
た
八

一
の
空
港
の
中
で
六

位
、
五
〇
0
~
-
、
五
〇
〇
万
人
規

模
の
空
港
で
は
開
港
の
二
〇
〇
五

年

･
二
〇
〇
六
年
と
も
に
一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
際
空
港
評
議
会
の
調
査
と
は
、

国
際
線
の
出
発
客
約
一
、
五
〇
〇
人

を
対
象
に
年
四
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
空
港
ま
で
の
交
通
、
空
港

内
の
案
内
の
わ
か
り
や
す
さ
、
飲
食

施
設
、
接
客
態
度
な
ど
の
二
二
項
目

を
評
価
し
、
順
位
を
決
定
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が

高
い
空
港
で
す
が
、
遊
び
に
行
く
だ

け
で
も
楽
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
り
ま
す
。

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
四
階
は
、
シ

景

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
街

｢
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
｣

全

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

ア

雰
囲
気
を
醸
し
出
す

｢ち
ょ
う
ち
ん

レト

横
町
｣
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の

｢
レ
ン

　セ

ガ
通
り
｣
が
あ
り
ま
す
。

港

こ
の

｢ち
ょ
う
ち
ん
横
町
｣
の
一

階
画
に
は

日
本
発
議
と
し
て
銭

綱

初
め
て
の
覊
颪
呂

蕾
の
湯
｣
が

中

あ
り
ま
す
。
離
着
陸
す
る
飛
行
機
や

廓
伊
勢
湾
に
沈
む
夕
日
な
ど
を
眺
め
な

写

が
ら
、
湯
船
に
つ
か
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
愛
･地
球
博
記
念
公
園

交
通
…

名
古
屋
瀬
戸
道
路
･
長
久
手
I
C

よ
り
車
で
一
〇
分

愛
･
地
球
博
長
久
手
会
場
跡
地
に

｢愛
･
地
球
博
記
念
公
園

(愛
称
…

モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
)
(写
真
4
)
が

開
園
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
公
園
全

体
一
九
四
m
の
う
ち
九
○
臘
が
開
園

し
て
お
り
ま
す
。

【愛
･
地
球
陣
記
念
館
】

博
覧
会
開
催
中
は
迎
賓
館
･
し

道々 テセ 2007.9
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写真 4 愛 ･地球博記念公園 “モリコロパーク"

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
建

物
を
活
用
し
、
愛

･
地
球
博
に
出

展
し
た
方
々
や
博
覧
会
協
会
な
ど

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
約
五
〇
〇
点
の

品
々
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ー
カ
イ

ブ
を
中
心
に
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
博
覧
会
開
催
時
の
映
像
を
見

る
こ
こ
も
で
き
ま
す
。

【温
水
プ
ー
ル
･

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
】

温
水
プ
ー
ル

(有
料
)
は
三
月

下
旬
か
ら
九
月
ま
で
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場

(有
料
)
は
、
通
年
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
で
は
、
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
恩
田
美
栄
さ

ん
な
ど
に
よ
る
ス
ケ
J
ト
教
室
も

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【日
本
庭
園
】

水
や
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
、
伝
統
と
現
代
が
互
い
に
共
鳴

し
あ
う
庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

庭
園
内
に
は
、
｢香
流
亭
｣
と

い
う
茶
室
が
あ
り
、
畳
の
部
屋
か

ら
は
公
園
全
体
の
美
し
い
景
色
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
茶
室

は
お
茶
会
を
催
さ
れ
る
と
き

(有

料
)
に
は
お
す
す
め
で
す
。

【サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
】

映
画

｢と
な
り
の
ト
ト
ロ
｣
の

主
人
公
が
暮
ら
す
昭
和
三
○
年
代

の
家
を
再
現
し
て
お
り
、
古
き
よ

き
時
代
の
生
活
、
自
然
と
人
間
が

密
接
な
時
代
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
体

感
で
き
る
施
設
で
す
。
博
覧
会
開

催
中
か
ら
人
気
が
高
く
、
現
在
も

家
屋
内
の
観
覧

(有
料
)
に
つ
い

て
は
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

【こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
】

森

･
水

･
風
を
テ
ー
マ
に
、
遊

び
な
が
ら
自
然
を
体
感
で
き
る
遊

具
が
あ
り
、
い
つ
も
元
気
な
子
供

達
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
高

さ
八
八

m
の
大
観
覧
車

(有
料
)

は
、
名
古
屋
市
街
を
一
望
で
き
ま

す
。

○
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
(写
真
5
)

交
通
…
伊
勢
湾
岸
自
動
車

道
･
刈
谷
P
A

伊
勢
湾
岸
自
動
車

道

･
刈
谷
P
A
と
岩
ヶ

池
公
園
を

一
体
的
に
整

備
し
た
も
の
で
、
レ
ジ

ヤ
ー

･
グ
ル
メ

,
お
み

や
げ

･
カ
ル
チ
ャ
ー
が

楽
し
め
る
施
設
が
集
結

す
る
愛
知
県
初
の
ハ
イ

ウ

ェ
イ
オ

ア
シ
ス
で

す
。
高
速
道
路
か
ら
だ

け
で
な
く

一
般
道
路
か

ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

“

東
西
約
七
〇
0
m
の
プ
ロ
ム
ナ
ー

9

ド
で
っ
な
が
っ
て
お
り
、
天
然
温
泉

200

や
観
覧
車
、
地
元
名
産
品
を
提
供
す

セ一丁

る
売
店

･
飲
食
店
、
取
れ
た
て
の
野

靴

菜
や
果
物
を
提
供
す
る
産
直
市
場
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
｢オ
ア
シ
ス
館
刈

谷
｣
で
は
、
刈
谷
市
の
観
光
や
文
化

を
紹
介
す
る
ゾ
ー
ン
や
同
市
出
身
で

プ
ロ
野
球

･
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
赤

星
憲
弘
選
手
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

写真 5 刈谷ハイウェイオアシス



写真 7 鞍ケ池ハイウェイオアシス展望台

な
ど
か
ら
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ

い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
施
設
で
す
。
広
い
園
内
に
は
、

か
わ
い
い
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
型
の
バ
ス

(有
料
)
が
走
っ
て
い
る
の
で
、
園

内
移
動
も
簡
単
で
す
。

公
園
に
隣
接
し
て
、
ト
ヨ
タ
鞍
ヶ

池
記
念
館
が
あ
り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
歴
史
を
豊
田
喜
一
郎
氏
と
そ
の
仲

間
た
ち
の
活
動
の
足
跡
を
た
ど
り
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

豊
田
壼
三
郎
氏
の
生
前
の
別
荘
も
移

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に

是
非
、
早
く
て
便
利
な
自
動
車
専

用
道
路
を
使
っ
て
、
色
々
な
愛
知
県

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
た

｢デ
ラ
ッ
ク
ス
ト

イ
レ

(通
称

…
デ
ラ
ト
レ
)
｣
は
、

一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
女
性
用

ト
イ
レ
は
、床
に
は
絨
毯
が
敷
か
れ
、

中
央
に
は
ソ
フ
ァ
ー
セ
ッ
ト
や
ド
レ

ッ
サ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と

く
つ
ろ
げ
る
空
間
が
あ
り
ま
す
。

○
鞍
ヶ
池
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

(写
真
6
･
7
)

交
通
…

東
海
環
状
自
動
車
道

･
鞍
ヶ
池
P

A東
海
環
状
自
動
車
道

･
鞍
ヶ
池
P

A
の
開
設
に
あ
わ
せ
、
鞍
ヶ
池
公
園

を
再
整
備
し
、
高
速
道
路
か
ら
も
利

用
で
き
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

動
植
物
園
、
牧
場
、
芝
生
広
場
、

室
内
遊
具
場
、
M
A
G
ロ
ー
ド
館
な

ど
が
あ
り
、
大
人
も
子
供
も
一
日
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
緑
豊
か
な
公

園
で
動
物
た
ち
と
身
近
に
触
れ
あ
っ

た
り
、
池
で
ボ
ー
ト
遊
び
や
散
策
な

ど
を
し
て
、自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

M
A
G
ロ
ー
ド
館
は
、
模
型
や
映
像

62 道行セ 2007,9
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い
ず
し

豊
鬮
繭

『城
下
酊
圏
布
の
遡
り
名
に
よ
る

道
案
内
社
会
実
験
』

特
定
非
営
利
活
動
法
人
但
馬
園
出
石
観
光
協
会

綱

社
会
実
験
に
至
る
背
景
と
目
的

1

背
景

兵
庫
県
豊
岡
市
は
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
や
氷
ノ
山

後
山
那
岐
山
国
定
公
園
に
代
表
さ
れ
る
海
、
山
、
川
、

温
泉
な
ど
の
魅
力
あ
る
自
然
環
境
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
い
っ
た
世
界
的
資
産
、
松
葉
ガ
ニ
や

但
馬
牛
、
出
石
そ
ば
な
ど
の
味
覚
、
先
人
が
築
き
上
げ
た

歴
史
や
伝
統

･
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
用
し

た
観
光
振
興
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
度

(二
0
0
五
年
度
)
の
観
光
入
込
客
数

は
約
五
三
〇
万
人
で
あ
り
、
平
成
一
三
年
度

(二
〇
〇
一

年
度
)
以
降
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
出
石
の
観
光
客
入
込
客
数
の
状
況
は
豊
岡
市
全
体
と

比
較
し
て
も
減
少
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す

(図

1
)
。こ

の
た
め
、
出
石
地
域
に
お
い
て
は
来
訪
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
よ
り
、
観
光
客
の
増
加
及
び
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
た
試
み
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

2

課
題
と
目
的

出
石

(図
2
)
は
兵
庫
県
北
東
部
に
位
置
し
、
『但
馬

の
小
京
都
』
と
し
て
そ
の
町
並
み
や
景
観
及
び
歴
史
的
建

造
物
が
地
元
住
民
、
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

市
街
地
内
は
城
下
町
特
有
の
碁
盤
の
目
状
と
な
っ
て
お

り
、
来
訪
者
に
は
方
向
や
位
置
関
係
が
非
常
に
わ
か
り
づ

ら
く
迷
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
に
は
看
板
標

識
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
景
観
形
成
に
配
慮
し
て
い

る
た
め
目
立
た
な
い
等
の
問
題
が
あ
り
、
出
石
の
景
観
に

配
慮
し
た
、
わ
か
り
や
す
い
表
示
方
法
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
社
会
実
験
で
は
、
通
り
名
と
位
置
番
号
に
よ
る
道
案

内
と
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
情
報

提
供
を
合
わ
せ
た
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
り
、
来
訪
者
が
安
心
し
て
散
策
で
き
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
ま
た
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

二

裏
験
の
齪
嚢

1

対
象
範
囲

実
験
対
象
地
域
は
、
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
の
市
街
地
約
四

〇
0
m
×
五
〇
0
m
の
範
囲
で
実
施
し
ま
し
た

(図
3
)。
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955

周
辺
情
報
等
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
Q
R
コ
ー
ド
を
表
示

日

(土
)
~
二
月
二
五

(日
)
の
間
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

し
て
、
サ
イ
ト
内
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

施
し
ま
し
た
。
地
元
商
店
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
二
月
一

(写
真
)。

六
日
に
実
験
範
囲
内
に
店
舗
を
構
え
る
二
○
店
舗
を
対
象

3

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

2

実
験
内
容

実
験
対
象
地
域
内
の
通
り
七
本
に
住
民
が
親
し
ん
だ
名

を
付
け
て
、
通
り
名
看
板

(写
真
)
を
六
三
ヵ
所
、
そ
の

他

(案
内
板
等
)
看
板
を
四
ヵ
所
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

看
板
位
置
を
示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

(図
4
)
を
作
成
し

て
、
観
光
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
共
に
配
布
し
ま
し
た

(計
六
回
実
施
)。
設
置
看
板
に
は
、
携
帯
電
話
に
て
看
板

六
日
に
実
験
範
囲
内
に
店
舗
を
構
え
る
二
○
店
舗
を
対
象

"

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

道ネテセ 2007.9

観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
一
九
年
一
月
二
〇
日

(土
)
~
二
月
三

日

(日
)
の
間
、
計
六
回
実
施
し
ま

し
た
。
携
帯
サ
イ
ト
に
お
い
て
は
平
成
一
九
年
一
月
二
〇
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三

実
験
の
検
証

ー

看
板
及
び
マ
ッ
プ

看
板
に
関
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
(図
5
)

は
七
割
以
上
で

｢見
つ
け
や
す
い
｣
と
の
回
答
を
得
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
出
石
の
風
情
と
の
調
和
に
関
し
て
は
、

｢調
和
し
て
い
な
い
｣
と
の
回
答
は
一
割
未
満
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
を
み
て
も
、
看
板
を
設
置
し
た
こ
と
で
風
情
を

壊
し
て
な
い
と
思
わ
れ
る
意
見
が
大
多
数
で
あ
り
ま
し

た
。
地
元
商
店
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

｢良
い
｣
と

の
意
見
が
六
割
で
あ
り
、
観
光
客
、
地
元
住
民
の
評
価
は

高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

案
内
マ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、
八
割
以
上
で

｢わ
か
り
や

す
い
｣
と
の
評
価
で
あ
り
ま
し
た
。
通
り
を
表
示
し
た
こ

州　　
　
　

　

(

見
見つけやすい
71.4 %

と
や
店
名
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
以
前
の
観
光
案
内
マ

ッ
プ
に
比
べ
る
と
見
や
す
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
｢字
が
小
さ
く
て
見
え
な
い
｣
｢折
り
方
が

わ
る
い
｣
等
の
意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

看
板
と
案
内
マ
ッ
プ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

｢現

在
地
の
把
握
、
目
的
地
へ
の
経
路
の
確
認
等
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
｣
の
は
、
約
八
割
程
度
と
高
い
評

価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
に
好
評
な
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で

｢も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
さ
れ
た
方
が
良
い
｣
と
の
意

見
も
あ
り
、
看
板
、
マ
ッ
プ
と
も
に
改
善
策
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

2

Q
R
コ
ー
ド

(図
6
)

来
訪
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

｢利
用
し
た
｣
と
の
回

るい　
　
　
　

　
　

　

調和していない

看板は出石の風情と
調和していますか?

説
嫁
%
も
%

り
い
汁

で
郵

ま
て
4

う
倦

あ
し

ちど

答
は
一
割
に
も
満
た
な
い
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。
Q
R
コ
ー
ド
が
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
来
訪
者
も

多
く
、
説
明
不
足
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
｢良
い
｣
の
回
答

が
Q
R
コ
ー
ド
利
用
者
に
お
い
て
は
八
割
以
上
で
、
地
元

商
店
に
お
い
て
は
七
割
と
高
い
評
価
で
あ
り
ま
し
た
。
利

用
者
に
は
高
い
評
価
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
利
用
者
が
少

な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
Q
R
コ
ー
ド

の
表
示
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
Q

R
コ
ー
ド
を
読
取
る
と
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ
る

の
か
を
表
示
す
る
と
、
も
う
少
し
利
用
率
も
上
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
実
験
時
期
の
観
光
客
の
年
齢
層

が
比
較
的
高
い
こ
と
も
原
因
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
年
齢

の
比
率
と
利
用
者
数
の
動
向
を
み
て
も
、
年
齢
層
の
高
い
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Lマップと看板から目的地への経路及び』現在位置の確認はできましたか?

しき
　
　
　

%
と
次
惚

　

　
鵤
た
た

ら
　
　

　

妙
教
靴
撓
%

5

き

で
4

で
4

図

で

り

ら
=



割
合
が
多
く
な
る
と
利
用
者
数
も
減
少
の
傾
向
に
あ
る
よ

も
、
実
験
期
間
が
過
ぎ
て
も
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
情
報
提

3

全
体

(図
7
)

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
三
月
に
入
る
と
観
光
客
の
年
齢
層
も

供
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
、動
向
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
試
み
に

低
く
な
り
、
利
用
者
数
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

拠雙 による道案内の試みについて』どう感じられましたが?

満足できない o,7 % 無回答 6,7 %

弘

足

6

満 52.1%

　　
　

　

　
　

ま

ち

あ

ど

蝨通り緋 u 駝 道案内を本格的に簔実施することをどう思われますか?

ほ
%

%

て
偽

o

し
劫

い

施

し

実 しい

『/図

し

も
、

ほ

と

札
%

て

ら
ゐ
小

め

ち
該
35

や

ど
言
に

瘻国璽圓重副
　
　
　

い

ま

で
3

な

あ

ら
10

く

ち

良

ど

　
　図

今
回
の
試
み
に
関
し
て
の
満
足
度
は
、
観
光
客
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
六
割
程
度
が

｢大
変
満
足
｣
｢満
足
｣
で

あ
り
ま
し
た
。
一
方

｢あ
ま
り
満
足
で
な
い
｣
｢満
足
で

な
い
｣
が
一
割
未
満
で
あ
り
ま
し
た
。
地
元
商
店
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は

｢良
い
｣
が
八
割
、
｢ど
ち
ら
で
も
な
い
｣

が
二
割
と
な
り
、
看
板
、
マ
ッ
プ
等
が
高
い
評
価
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
来
訪
者
の
満
足
度
が
若
干
低
か
っ
た
こ
と

に
関
し
て
は
、
車
の
通
行
等
に
よ
り
、
歩
き
に
く
か
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

｢実
施

し
て
ほ
し
い
｣
が
観
光
客
、
地
元
商
店
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
六
割
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
｢や
め
て
ほ
し
い
｣
は
観

光
客
で
○
･
一
割
の
み
で
あ
り
、
こ
の
結
果
か
ら
課
題
点

を
把
握
し
、
改
善
し
た
上
で
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

四

今
後
の
展
開

整
備
に
つ
い
て
の
詳
細
な
改
良
点
等
は
、
今
後
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
作
成
し
て
い
る
観
光

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
及
び
町
内
三
ヵ
所
に
あ
る
案
内
板
に
、
本

実
験
で
把
握
し
た
問
題
点
、
改
善
点
を
考
慮
し
て
通
り
名

“　

と
位
置
番
号
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。ま
た
、

2

Q
R
コ
ー
ド
に
関
し
て
は
･
表
示
方
法
等
を
改
良
し
て
サ

律

ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。
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